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平
成
二
十
六
年
度

「
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展
活
動
」

　
　 

に
対
す
る
費
用
助
成
希
望
受
付
開
始

佐賀県鹿島市「執行分浮立保存会」（平成25年度助成先）の執行分鉦浮立

　

公
益
財
団
法
人
明
治
安
田
ク
オ
リ
テ
ィ

オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団
で
は
、
平
成
三
年

六
月
に
財
団
を
設
立
以
来
、
地
域
に
伝
承

さ
れ
て
き
た
「
地
域
の
伝
統
文
化
の
継

承
・
発
展
活
動
」
と
く
に
後
継
者
の
育
成

に
必
要
な
諸
活
動
に
対
す
る
助
成
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
度
で

二
十
四
回
目
を
む
か
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
行
な
っ
た
助
成
は
、
累
計

九
百
六
十
三
件
と
な
り
、
そ
の
地
域
も
全

国
の
都
道
府
県
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
も
以
下
の
内
容
に
よ

り
公
募
を
行
な
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
都
道
府
県

の
教
育
委
員
会
ま
た
は
知
事
部
局
の
文
化

関
係
所
管
課
に
送
付
し
て
あ
り
ま
す
「
平

成
二
十
六
年
度
助
成
申
込
要
領
」
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
要
領
の
詳
細
は
財
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
申
込
要
領
の
概
要
』

　〔
助
成
対
象
〕

　
「
地
域
の
民
俗
芸
能
」「
地
域
の
民
俗
技

術
」
の
継
承
、
と
く
に
後
継
者
育
成
の
た
め

の
諸
活
動
に
努
力
を
し
て
い
る
個
人
ま
た
は

団
体
。

　〔
助
成
の
条
件
〕

　

平
成
二
十
六
年
度
（
平
成
二
十
七
年
三
月

ま
で
）に
後
継
者
育
成
を
目
的
と
す
る
諸
費
用

（
道
具
整
備
費
、
製
作
材
料
費
、
育
成
研
修
費
、

記
録
保
存
費
用
な
ど
）
の
支
出
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
。
そ
の
支
出
を
賄
う
た
め
に
、
外
部
か

ら
の
資
金
協
力
が
緊
急
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。

　〔
申
込
手
続
〕

一
、
提
出
書
類

　
　
「
申
込
書
」（
所
定
用
紙
）

　
　
「
推
薦
書
」（
所
定
用
紙
）

　
　
「
活
動
状
況
が
わ
か
る
写
真
」

　
　
「
直
近
の
収
支
決
算
書
（
写
）」

　
　
「
参
考
資
料
」
等

二
、
申
込
に
際
し
、「
推
薦
書
」
に
各
都
道
府

県
の
教
育
委
員
会
ま
た
は
知
事
部
局
の
文
化

関
係
所
管
課
の
推
薦
・
捺
印
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　〔
手
続
日
程
〕

一
、
申
込
期
限

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
（
金
）

二
、
結
果
発
表

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
下
旬
（
予
定
）

　〔
選
考
方
法
手
続
〕

　

提
出
書
類
に
基
づ
き
当
財
団
の
選
考
委
員

会
で
厳
正
に
審
査
し
、
理
事
会
に
答
申
し
て

決
定
し
ま
す
。

　〔
助
成
金
額
〕

一
、
民
俗
芸
能
へ
の
助
成
は
、

　
　
　
　

一
件
に
つ
き
七
〇
万
円
が
限
度

二
、
民
俗
技
術
へ
の
助
成
は
、

　
　
　
　

一
件
に
つ
き
四
〇
万
円
が
限
度

〔
伝
統
文
化
分
野
選
考
委
員
〕

委
員
長　

岩
井 

宏
實

　
　
　
（
帝
塚
山
大
学
名
誉
教
授
）

委
員　

天
野 

武

　
　
　
（
儀
礼
文
化
学
会
名
誉
会
員
）

委
員　

小
島 

美
子

　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）

委
員　

田
中 

宣
一

　
　
　
（
成
城
大
学
名
誉
教
授
）

委
員　

田
村 

善
次
郎

　
　
　
（
武
蔵
野
美
術
大
学
名
誉
教
授
）

委
員　

西
角
井 

正
大

　
　
　
（�

国
立
劇
場
お
き
な
わ
運
営
財
団
理

事
）

委
員　

渡
辺 

行
信

　
　
　
（
当
財
団
評
議
員
）

�

〈
敬
称
略
〉
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加
齢
を
実
感
す
る
近
年
、
足
腰
の
衰
え
を

気
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
せ
い
か
、
め
っ
き

り
遠
出
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
。
か
か

る
事
情
下
に
あ
っ
て
、
脳
裡
の
片
隅
に
浮
沈

し
て
い
た
二
つ
の
こ
と
を
自
分
の
目
で
確
か

め
得
た
こ
と
は
、
よ
い
勉
強
に
な
っ
た
と
感

じ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
こ
と
と
は
、
地
域
の
伝
統
文

化
民
俗
文
化
財
と
解
さ
れ
る
具
体
例
で
あ

る
。
そ
の
一
は
、
新
潟
県
南
蒲
原
郡
下
田
村

大
谷
地
（
お
お
や
ち
）
地
区
（
現
三
条
市
）
に

伝
わ
る
手
漉
和
紙
づ
く
り
の
産
地
を
訪
ね
た

こ
と
。
地
域
の
民
俗
技
術
（
伝
統
工
芸
技
術
）

に
接
し
た
こ
と
で
あ
り
、
他
は
新
潟
県
東
蒲

原
郡
三
川
村
綱
木
（
つ
な
ぎ
）
地
区
（
現
阿

賀
町
）
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
年
中
行
事
稲
虫

送
り
（
虫
送
り
）
の
現
在
を
確
か
め
得
た
こ

と
。
地
域
の
民
俗
芸
能
（
民
俗
行
事
）
を
現

地
に
て
実
際
に
検
分
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
知
見
に
基
づ
き
、
地
域
の

伝
統
文
化
（
民
俗
文
化
財
）
に
接
し
、
さ
も

得
意
然
と
し
て
い
た
私
な
が
ら
、
愚
者
め
が

と
叱
咤
激
励
の
鞭
打
ち
に
さ
れ
た
こ
と
を
感

慨
抱
か
せ
る
動
機
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な

か
っ
た
。
実
を
申
せ
ば
、
も
の
の
見
方
、
捉

え
方
に
若
干
の
幅
を
持
た
せ
て
取
り
組
む
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
未
だ
に
本

質
を
わ
き
ま
え
た
見
解
を
提
示
す
る
と
な
る

と
、
こ
と
の
表
面
を
ま
さ
ぐ
っ
て
い
る
程
度

に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
。
素

直
に
言
っ
て
、
自
戒
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
あ

る
。

　

以
下
、
大
谷
地
地
区
の
手
漉
和
紙
づ
く
り

と
綱
木
地
区
の
稲
虫
送
り
の
現
地
見
学
を
基

礎
に
し
て
、
感
じ
た
こ
と
、
知
り
得
た
こ
と

な
ど
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
記
し
、
現
状
な
ど

の
理
解
に
供
し
た
い
。
ま
ず
は
、
実
情
を
適

確
に
把
握
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
要

点
を
記
そ
う
。

大
谷
地
地
区
の
手
漉
和
紙
づ
く
り

　

こ
の
手
漉
和
紙
づ
く
り
は
、
夙
に
あ
ま
た

数
え
ら
れ
る
越
後
の
手
漉
和
紙
の
一
類
と
し

て
知
ら
れ
、
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ

き
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
保

存
維
持
・
継
承
を
意
図
す
る
と
い
う
観
点

で
、
次
善
の
策
と
し
て
公
的
に
「
選
択
」
さ

れ
て
い
る
か
否
か
ま
で
を
不
問
に
付
す
と
し

て
も
、
す
で
に
昭
和
四
十
年
代
初
頭
、
新
潟

県
教
育
委
員
会
に
よ
り
主
要
和
紙
産
地
六
ヶ

所
の
一
つ
と
し
て
「
和
紙
調
査
」
の
対
象
と

さ
れ
、
調
査
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
収
載

さ
れ
て
い
る
結
果
は
、
関
係
の
古
記
録
類
に

留
意
、「
大
谷
地
紙
由
来
並
沿
革
」「
村
松
藩

へ
御
用
紙
納
収
史
料
」
な
ど
を
具
体
的
に
引

用
す
る
と
と
も
に
、
調
査
時
点
で
丹
念
に

「
抄
造
工
程
」
に
つ
き
聴
取
資
料
を
ま
と
め
、

か
つ
関
係
用
具
（
道
具
類
）
に
つ
き
写
真
付

き
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。（
新
潟
県
教
育
委

員
会
編
『
越
後
の
和
紙
』［
民
俗
資
料
特
別
調

査
報
告
書
］、
昭
和
四
十
三
年
）。よ
っ
て
、
新

旧
に
目
配
り
さ
れ
た
概
説
書
と
し
て
重
用
さ

れ
て
い
る
次
第
。
紙
漉
の
現
場
見
学
を
実
施

し
た
今
年
三
月
末
、
こ
れ
を
携
え
行
き
重
宝

だ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

こ
こ
の
手
漉
和
紙
づ
く
り
技
術
の
保
存
維

持
・
継
承
と
い
う
点
で
着
目
し
た
の
は
、
い

く
つ
か
が
あ
る
。
う
ち
、
特
段
に
心
ひ
か
れ

た
こ
と
を
記
そ
う
。

　

そ
の
一
は
、
手
漉
和
紙
産
地
と
し
て
の
面

目
を
保
ち
つ
つ
、
技
術
の
保
存
継
承
を
果
た

そ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

営
々
と
紙
漉
技
術
が
継
承
さ
れ
て
き
た
の
が

い
っ
た
ん
は
断
絶
し
た
や
と
解
さ
れ
て
い
た

の
が
、
近
年
に
至
っ
て
技
術
継
承
が
な
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
和
紙
づ
く
り
保
存

会
の
面
々
は
、
平
成
二
十
年
に
復
活
継
承
し

た
と
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
限
り
で
は
、
そ
の
技
術
が
断
絶
し
た

や
に
解
さ
れ
る
時
代
が
昭
和
三
十
年
代
と
の

こ
と
。こ
う
し
た
伝
承
を
参
考
に
す
る
と
き
、

い
わ
ゆ
る
技
術
の
断
絶
期
間
は
半
世
紀
を
経

て
い
る
勘
定
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
熟
慮
す

る
と
、
か
ろ
う
じ
て
技
術
保
存
・
継
承
さ
れ

た
も
の
と
理
解
し
、
安
堵
し
た
次
第
で
あ

る
。

　

こ
の
技
術
継
承
に
つ
き
一
言
指
摘
し
て
お

き
た
い
の
が
、
往
時
に
お
い
て
は
、
大
谷
地

地
区
構
成
の
各
家
（
戸
）
が
競
い
合
う
形
を

と
り
技
術
向
上
に
努
め
て
き
た
も
の
の
、
そ

の
障
壁
が
取
っ
払
わ
れ
、
保
存
会
員
の
情
報

交
換
・
創
意
工
夫
・
研
鑽
熱
い
か
ん
に
委
ね

ら
れ
る
よ
う
に
期
待
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
二
は
、
技
術
伝
承
に
関
連
し
て
、
保

存
会
員
に
、
あ
る
面
で
の
意
識
面
で
の
変

化
、
積
極
的
な
態
度
が
垣
間
見
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
か
つ
て
手
漉
和
紙

づ
く
り
用
具
の
数
々
が
廃
業
に
追
い
や
ら
れ

不
用
と
化
す
る
に
お
よ
ん
で
、
そ
れ
を
惜
し

げ
も
な
く
ナ
ゲ
タ
リ
（
投
げ
棄
て
る
に
お
よ

ん
だ
り
）、
放
置
し
て
見
向
き
も
し
な
か
っ

た
振
舞
だ
っ
た
の
が
改
ま
り
、
見
違
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
和
紙
づ
く
り
関
係
用
具
が
い
わ

ゆ
る
潜
在
民
具
化
さ
れ
る
の
を
ふ
ま
え
て
丹

念
に
追
跡
調
査
を
重
ね
て
い
る
関
心
の
深
さ

と
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
変
容
ぶ
り
が
把
握

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
手
漉
き
用
の
竹
簀
を

一
例
に
し
て
較
べ
て
見
れ
ば
歴
然
と
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
ろ
う
。

　

か
か
る
変
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
近
年

保
存
会
発
足
後
の
こ
と
と
し
て
、
同
好
の
老

年
齢
者
が
冬
季
出
稼
ぎ
に
赴
か
な
く
と
も
済

み
、
地
区
内
の
老
人
仲
間
間
の
絆
が
補
強
さ

＝
特
別
寄
稿
＝

地
域
の
伝
統
文
化
現
地
見
学
雑
感

�

儀
礼
文
化
学
会
名
誉
会
員　
　
　

�

天　

野　
　
　
　

武

�

（
当
財
団
伝
統
文
化
分
野
選
考
委
員
）

天
野
武
先
生
略
歴

一
九
三
三
年
、
石
川
県
生
れ
。

金
沢
大
学
法
文
学
部
法
学
科
卒
業
。

石
川
県
立
郷
土
資
料
館
事
業
科
長
、
文
化
庁

主
任
文
化
財
調
査
官
、
熊
本
大
学
文
学
部
講

師
併
任
、
帝
京
大
学
文
学
部
教
授
、
文
化
財

保
護
審
議
会
専
門
委
員
、
福
井
県
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
等
歴
任
。

第
十
七
回
柳
田
国
男
賞
受
賞
。

儀
礼
文
化
学
会
名
誉
会
員
。

主
な
著
書･

監
修
に
、『
若
者
組
の
研
究
』『
若

者
の
民
俗
』『
民
具
の
み
か
た
』『
民
俗
学
特

講
・
演
習
資
料
集
（
１
）
結
婚
の
民
俗
』『
子

ど
も
の
歳
時
記
―
祭
り
と
儀
礼
―
』『
野
兎

の
民
俗
誌
』『
日
本
海
沿
岸
地
域
に
お
け
る

民
俗
文
化
』『
都
道
府
県
別
日
本
の
民
俗
分

布
地
図
集
成
』『
日
本
の
酒
の
文
化
』
な
ど
多

数
。
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れ
る
に
至
っ
た
こ
と
、
楮
材
の
栽
培
に
耕
地

の
有
効
利
用
が
計
ら
れ
る
こ
と
、
糊
料
材
ノ

リ
ウ
ツ
ギ
の
生
育
分
布
地
が
よ
り
広
域
に
わ

た
り
知
ら
れ
る
よ
う
に
調
査
が
進
展
し
た
こ

と
、
商
談
の
件
数
規
模
こ
そ
目
立
っ
た
こ
と

が
乏
し
い
も
の
の
、
お
い
お
い
と
大
谷
地
紙

の
需
要
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
地
元
老
人
層
を

中
心
に
結
成
さ
れ
た
保
存
会
に
寄
せ
ら
れ
た

関
係
の
記
載
は
、
朗
報
で
あ
る
と
解
さ
れ
る

も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
知
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
地
の
見
聞
に
即
し
て

総
体
と
し
て
判
断
す
る
と
き
、
よ
く
ぞ
跡
絶

え
寸
前
に
あ
っ
た
技
術
伝
承
に
着
目
、
そ
れ

を
次
世
代
に
継
承
し
よ
う
と
務
め
て
い
る
の

が
見
て
と
れ
る
。

綱
木
地
区
の
稲
虫
送
り
行
事

　

平
成
二
十
三
年
七
月
十
日
、
は
じ
め
て
、

こ
の
行
事
を
見
学
す
る
機
会
を
得
た
。
イ
ナ

ム
シ
オ
ク
リ
（
稲
虫
送
り
）
と
通
称
さ
れ
て

い
て
、
き
わ
め
て
有
名
。
数
多
く
の
研
究
者

に
注
目
さ
れ
、
取
り
上
げ
済
み
で
あ
る
。『
新

潟
県
史
』［
資
料
編
22
・
民
俗
・
文
化
財
一
］

（
新
潟
県
、
昭
和
57
）、『
東
蒲
原
郡
史
』［
資

料
編
8
・
民
俗
］（
津
川
町
教
育
委
員
会
、
平

成
16
）、『
新
潟
県
の
若
者
組
』［
越
後
・
佐
渡

の
年
齢
階
梯
制
調
査
報
告
書
］（
新
潟
県
教

育
委
員
会
、
昭
和
58
）
な
ど
、
基
本
的
文
献

と
さ
れ
る
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
収
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
、
地
元
民
俗
研
究
会
の
編

集
発
行
の
『
高
志
路
』
誌
上
に
散
見
さ
れ
る

各
個
調
査
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の

（
例
え
ば
、
西
信
次
・
山
口
賢
俊
「
綱
木
の
虫

送
り
行
事
」、
同
上
誌
196
所
収
、
昭
和
37
）、

大
竹
信
雄
「
東
蒲
原
郡
三
川
村
綱
木
之
年
中

行
事
―
二
瓶
家
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」

（『
新
潟
県
史
研
究
』
10
所
収
、
昭
和
56
）
な

ど
、
参
考
と
と
す
る
に
有
益
な
論
考
が
少
な

く
な
い
。
そ
れ
ら
を
念
頭
に
お
い
て
現
地
見

学
に
臨
ん
だ
。
当
然
視
さ
れ
る
態
度
と
解
さ

れ
よ
う
。

　

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
多
数
の
研
究
者
が

関
心
を
寄
せ
、
か
つ
行
事
実
態
解
明
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
の
を
認
め
つ
つ
も
、
指
定
等
の

保
護
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
解
し
難
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
細
部
に
お
よ
ぶ
と
未
解

明
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
点
の

少
な
く
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
そ
の
点
を
穴

埋
め
し
て
よ
り
適
確
な
理
解
に
達
し
た
い
と

務
め
た
。

　

現
地
に
臨
ん
で
、
第
一
に
着
目
し
た
点
は
、

こ
の
行
事
が
近
未
来
継
承
さ
れ
て
い
く
も
の

か
否
か
、
存
続
が
疑
問
視
さ
れ
る
点
を
ど
の

よ
う
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
気

に
か
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
忘
れ

難
い
経
験
が
脳
裡
を
よ
ぎ
っ
た
。
そ
れ
は
、

か
の
高
名
な
澁
澤
敬
三
先
生
が
民
俗
調
査
の

先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
桑
取
谷
北
谷
地
区
（
現

上
越
市
）
の
「
地
蔵
様
年
始
」
行
事
を
重
要

無
形
民
俗
財
の
指
定
候
補
物
件
に
挙
げ
た
い

と
事
前
調
査
に
着
手
し
て
現
地
に
赴
い
た

際
、
戸
数
が
少
な
く
担
当
の
子
供
の
人
数
が

増
加
す
る
見
込
み
が
望
み
難
い
客
観
情
勢
が

あ
る
以
上
、
話
題
を
進
め
る
こ
と
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
行
事
自
体
、
そ
の
民
俗
の
構

成
要
素
に
お
い
て
由
来
、
内
容
に
お
い
て

「
我
が
国
民
の
基
盤
的
生
活
文
化
の
特
色
を

示
す
も
の
典
型
的
な
も
の
」
で
あ
っ
て
も
、

対
象
か
ら
除
外
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
経
験

か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
限
界
集
落
（
過
疎

地
区
）
が
背
負
う
運
命
と
諦
め
る
べ
き
か
と

悩
み
、
深
痛
を
味
わ
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

か
か
る
点
に
照
ら
し
、
こ
こ
の
虫
送
り
行

事
の
継
承
に
つ
き
、
い
か
に
知
恵
を
働
か
せ

て
い
る
か
、
主
役
を
演
ず
る
生
徒
数
（
小
中

学
校
生
徒
）
の
減
少
に
伴
っ
て
綱
木
小
学
校

が
閉
校
に
至
っ
た
象
徴
的
事
情
に
鑑
み
、
地

区
の
人
々
が
一
考
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
か

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

そ
の
二
と
し
て
留
意
し
た
点
は
、
行
事
実

態
の
変
遷
推
移
が
必
ず
し
も
忠
実
に
記
録
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い

は
逆
に
急
変
貌
を
と
げ
て
い
る
行
事
の
実
際

の
姿
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
把
握
さ
れ
て
い

る
の
か
否
か
、
な
ど
解
明
す
べ
き
課
題
が
山

積
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
行
事
の
巡
行
経
路
に
は
変
化

が
あ
っ
た
か
、
古
く
は
い
か
な
る
巡
路
を
た

ど
っ
た
か
。
上
綱
木
地
区
の
シ
ャ
ダ
ン
（
社

壇
）
に
稲
株
と
ナ
メ
ク
ジ
（
蛞
蝓
）
を
配
し

て
仕
上
げ
た
も
の
の
、
下
綱
木
地
区
の
そ
れ

に
は
稲
株
そ
の
も
の
を
配
し
た
に
過
ぎ
な

か
っ
た
、
な
ど
の
相
違
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
。
こ
の
ナ
メ
ク
ジ
を
害
を
与
え
る
虫
（
稲

株
に
つ
い
て
害
虫
）
の
親
分
と
い
う
趣
旨
に

使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
実
態
を
指
す
の
か
を
追
い
求
め
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
を
痛
感
し
た
。

　

か
く
一
と
二
の
両
面
に
目
配
り
し
て
行
事

の
実
際
に
臨
め
ば
、
あ
る
不
確
か
さ
を
抱
い

て
い
た
点
、
疑
問
視
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を

解
消
す
る
糸
口
が
供
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

か
か
る
態
度
を
持
続
さ
せ
れ
ば
次
第
に
理
解

の
輪
が
拡
大
深
化
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
参
考
ま
で
に
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　

以
上
、
大
谷
地
地
区
の
手
漉
和
紙
づ
く
り

と
綱
木
地
区
の
虫
送
り
行
事
と
の
二
件
に
つ

き
現
地
見
学
記
を
添
え
、
具
体
的
に
ど
う
し

た
ら
良
好
な
交
流
、
対
処
の
仕
方
が
期
待
さ

れ
る
か
、
あ
る
い
は
具
体
的
な
地
域
の
伝
統

文
化
、
民
俗
文
化
財
を
い
か
に
し
て
保
存
維

持
・
継
承
す
る
に
は
、
い
か
な
る
心
得
が
望

ま
し
い
の
か
、
な
ど
に
つ
き
私
見
の
一
端
を

記
し
て
み
た
。

　

そ
れ
に
関
与
す
る
各
位
に
あ
っ
て
は
、

常
々
先
人
の
足
跡
を
た
ど
り
、
秘
め
ら
れ
た

古
き
良
き
一
面
を
見
出
し
、
そ
れ
を
基
盤
に

し
て
今
日
的
意
義
を
発
見
す
べ
く
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
立
ち

止
ま
り
、
遅
々
と
し
た
歩
み
で
も
結
構
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
俎
上
に
あ
げ
て
言
の
葉
の

話
題
と
さ
れ
れ
ば
望
外
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
る

こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
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北
関
東
の
新に
っ
た
の
し
ょ
う

田
荘
を
訪
ね
て

　

今
回
は
、
北
関
東
の
群
馬
県
太
田

市
に
あ
る
『
新
田
赤
堀
獅
子
舞
保
存

会
』
様
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

　

太
田
市
は
、
関
東
平
野
の
北
部
、

群
馬
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
北
は

渡
良
瀬
川
、
南
は
利
根
川
の
豊
か
な

水
量
を
誇
る
河
川
に
挟
ま
れ
た
と
こ

ろ
で
、
富
士
重
工
業
（
ス
バ
ル
）
の
企

業
城
下
町
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
口

二
二
万
人
の
特
例
市
で
す
。

　

新
田
赤
堀
町
は
、
新
田
氏
一
族
の

祖
で
あ
る
新
田
義
重
が
再
開
発
し
成

立
し
た
新
田
庄
に
あ
り
、
一
二
九
戸
、

人
口
約
四
〇
〇
人
（
平
成
二
十
五
年

四
月
現
在
）
の
地
区
で
す
。

　

古
く
は
、
利
根
川
の
支
流
な
ど
水

利
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古

代
か
ら
村
落
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
、
地
域
内
の
遺
跡
か
ら
は
銅
鏡
や

埴
輪
な
ど
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

三
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
元
禄
時
代
に

は
、
足
尾
銅
山
（
栃
木
県
日
光
市
足

尾
町
）
と
利
根
川
を
結
ぶ
銅
あ
か
が
ね

街
道
の

沿
道
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
は
、
米
麦
を
中
心
と
し
た
農

村
地
帯
で
し
た
が
、
戦
後
、
専
業
農

家
は
減
少
し
、
勤
め
人
が
多
く
な
り

閑
静
な
住
宅
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
一
日
（
土
）
の
取
材
は
、

十
月
の
秋
季
大
祭
に
向
け
て
の
練
習

が
佳
境
に
入
っ
た
頃
を
見
計
ら
い
、

練
習
風
景
の
見
学
も
兼
ね
て
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

取
材
当
日
は
、
練
習
開
始
の
一
時

間
半
ほ
ど
前
か
ら
、
小
林
雅
美
事
務

局
長
に
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

練
習
会
場
の
赤
堀
会
館
で
は
、
大
川

健
児
会
長
ほ
か
の
皆
さ
ま
に
貴
重
な

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
太
田
市
教
育
委
員
会
教
育
部

文
化
財
課
の
須
永
課
長
、
岸
様
に
も

ご
同
席
を
い
た
だ
き
、
大
変
有
難
く

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
赤
堀
八
幡
神
社
と
赤
堀
獅
子
舞

　

新
田
赤
堀
町
に
あ
る
赤
堀
八
幡	

神
社
は
、
新
田
義
重
が
鎌
倉
時
代
の

建
久
年
間
（
一
一
九
〇
～
九
八
）
に
、

京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
分
霊
し

た
新
田
八
カ
所
八
幡
宮
の
一
つ
で
、

誉ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

田
別
命
（
応
神
天
皇
）
を
祭
神
と

し
、
御
神
体
は
白
馬
に
跨
る
武
人
の

木
彫
象
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
赤
堀
八
幡
神
社
の
秋
季
大
祭

で
、
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
・
地
区

内
安
全
な
ど
を
祈
願
し
て
奉
納
さ
れ

て
い
る
の
が
新
田
赤
堀
獅
子
舞
で

す
。
昔
は
十
月
十
五
日
と
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
十
月
中
旬

の
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

獅
子
舞
の
起
源
は
、
獅
子
舞
の
太

鼓
に
江
戸
時
代
の
元
禄
年
間

（
一
六
八
八
～
一
七
〇
三
）
の
墨
書
き

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
こ
の
地
を

治
め
て
い
た
大
名
か
旗
本
の
家
来

が
、
村
人
に
獅
子
舞
を
教
え
た
の
で

は
な
い
か
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

獅
子
舞
は
、
一
人
立
ち
三
頭
獅
子

舞
で
、
三
頭
の
獅
子
が
笛
と
唄
に
あ

わ
せ
、
勇
壮
か
つ
荘
重
で
躍
動
感
に

溢
れ
る
舞
い
を
舞
い
ま
す
。ま
た
、
歌

の
調
子
の
優
雅
さ
や
若
干
万
葉
調
を

帯
び
て
い
る
歌
詞
は
、
太
平
の
世
を

思
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
重
要
無
形

文
化
財
と
し
て
平
成
九
年
に
新
田

町
、
平
成
十
七
年
に
は
太
田
市
の
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

獅
子
舞
は
、「
法
眼
」「
雌
獅
子
」

「
雄
獅
子
」
の
三
頭
の
獅
子
頭
か
ら

な
っ
て
お
り
、
三
頭
の
獅
子
頭
は
、

そ
れ
ぞ
れ
表
情
が
異
な
り
、「
法
眼
」

は
立
派
な
角
を
持
ち
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
風
格
を
感
じ
さ
せ
、「
雌
獅
子
」

は
角
が
な
く
、
獅
子
の
中
で
も
優
し

さ
と
気
品
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。「
雄
獅

子
」
は
角
が
あ
り
、
雄
と
し
て
の

猛
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
獅
子

頭
は
木
製
で
、
頭
部
に
は
軍
鶏
の
羽

根
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

漆
黒
の
和
紙
を
束
ね
て
鬣
た
て
が
みと

し
、
髭

と
し
て
馬
の
尻
尾
の
毛
が
植
え
こ
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

獅
子
頭
三
頭
の
表
情
の
違
い
は
、

そ
の
ま
ま
舞
い
方
の
違
い
に
も
な
っ

て
お
り
、「
法
眼
」
は
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
風
格
を
持
っ
て
勇
壮
に
舞
い
、

「
雌
獅
子
」
は
優
し
さ
と
気
品
を
持
っ

て
舞
い
ま
す
。「
雄
獅
子
」
は
荒
々
し

く
激
し
く
舞
い
ま
す
。

　

漆
塗
り
の
獅
子
頭
は
、
昔
か
ら
色

を
塗
り
変
え
る
こ
と
を
戒
め
ら
れ
て

お
り
、
古
色
蒼
然
と
し
て
歴
史
を
偲

ば
せ
て
い
ま
す
。
獅
子
頭
の
口
の
下

に
は
水
引
（
前
垂
れ
）
が
つ
け
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
も
三
頭
そ
れ
ぞ
れ
で

模
様
が
異
な
り
、「
法
眼
」
は
龍
に

雲
、「
雌
獅
子
」
は
牡
丹
に
唐
獅
子
、

「
雄
獅
子
」
は
竹
に
虎
、
い
ず
れ
も
専

門
の
職
人
に
よ
る
手
書
き
で
染
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

舞
手
の
子
ど
も
達
は
「
さ
さ
ら
っ

子
」
と
呼
ば
れ
、
小
学
四
年
生
～
六

年
生
の
男
子
が
獅
子
頭
を
被
り
、
腹

腰
部
に
太
鼓
を
つ
け
て
打
ち
つ
つ
三

人
一
組
で
舞
い
、
女
子
は
篠
笛
を
担

当
し
、
唄
は
大
人
の
会
員
が
担
当
し

ま
す
。
ま
た
、「
さ
さ
ら
っ
子
」
の
舞

い
が
終
わ
る
と
、
続
い
て
大
人
の
会

員
が
舞
い
ま
す
。舞
は
、
幾
つ
か
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

一
般
的
な
舞
い
は
、「
①
庭
廻
り
」

「
②
岡
崎
」「
③
切
り
歌
」「
④
長
歌
」

「
⑤
小
歌
」「
⑥
揚
げ
歌
」
の
順
序
で

舞
わ
れ
、
こ
れ
が
一
区
切
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
②
岡
崎
」
は
繋
ぎ
で
繰

り
返
し
出
て
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も

三
頭
の
獅
子
の
特
徴
を
表
現
し
た

「
橋
渡
り
」「
雌
獅
子
隠
し
」「
海
老
掬

い
」
が
あ
り
ま
す
。

　

歌
と
笛
は
、
舞
の
「
③
切
り
歌
」

「
④
長
歌
」「
⑤
小
歌
」「
⑥
揚
げ
歌
」

で
歌
わ
れ
ま
す
。「
長
歌
」
は
舞
う
場

所
に
よ
っ
て
7
種
類
を
歌
い
分
け
ま

す
。

　
保
存
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

保
存
会
は
、
大
川
健
児
会
長
他

五
一
名
の
会
員
と
、
賛
助
会
員
（
地

区
外
の
理
解
者
・
サ
ポ
ー
タ
ー
）
約

四
〇
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
主
に
八
幡
神
社
の
境
内
に

あ
る
赤
堀
会
館
（
地
区
の
集
会
所
）

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
の
結
成
は
平
成
九
年
四
月

で
、
か
つ
て
獅
子
舞
（
さ
さ
ら
っ
子
）

は
、
村
の
長
男
三
名
の
み
が
選
ば
れ

獅
子
舞
を
継
承
し
て
い
ま
し
た
が
、

舞
い
手
や
笛
の
継
承
者
難
か
ら
伝
承

が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
例
大
祭

も
寂
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
危
機
感
を
抱
い
た
地
区
の
人
た

ち
が
集
ま
り
、
保
存
会
が
再
結
成
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
は
、
地
区
の
子
ど
も
会
育
成

会
の
協
力
を
得
て
、
男
子
は
獅
子
舞
、

女
子
は
篠
笛
と
、
地
区
ぐ
る
み
で
継

＝
現
地
取
材
レ
ポ
ー
ト
＝

　
　
群
馬
県
太
田
市
　
新
田
赤
堀
町

　
　
　「
新
田
赤
堀
獅
子
舞
保
存
会
」
様
を
訪
ね
て

［赤堀八幡神社］

［新田赤堀獅子舞］

［三頭の獅子頭］
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承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

獅
子
舞
の
練
習
は
、
十
月
の
秋
季

大
祭
の
奉
納
に
向
け
て
、
毎
年
六
月

か
ら
第
一
・
第
三
日
曜
日
の
月
二
回
、

赤
堀
会
館
で
大
人
の
会
員
に
よ
る
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
男
女
全
員
参
加
で
、

毎
年
九
月
か
ら
十
月
の
例
大
祭
ま

で
、
毎
週
土
曜
日
に
午
後
七
時
か
ら

一
時
間
半
ほ
ど
、
大
人
の
会
員
の
指

導
で
練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
川
健
児
会
長
か
ら
は
、
最
近
地

区
外
か
ら
転
入
さ
れ
て
き
た
若
い
方

数
名
の
加
入
が
あ
り
、
全
体
が
少
し

若
返
り
活
気
づ
い
て
い
る
も
の
の
、

全
体
と
し
て
は
会
員
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
今
後
は
、
子
ど
も
時
代

に
「
さ
さ
ら
っ
子
」
を
経
験
し
た
若

手
た
ち
が
再
び
参
加
し
て
く
れ
る
よ

う
に
、
活
動
や
雰
囲
気
づ
く
り
が
大

切
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
一
日
の
取
材
時
の
練
習

に
は
、「
さ
さ
ら
っ
子
」
を
演
じ
る
男

子
が
五
人
、
笛
を
担
当
す
る
女
子

十
二
名
の
小
学
生
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
は
、「
さ
さ
ら
っ
子
」
は
二
組

が
舞
う
と
の
こ
と
で
す
。
休
憩
の
間
、

子
ど
も
達
に
練
習
の
感
想
を
尋
ね
る

と
、「
さ
さ
ら
っ
子
」
は
一
つ
々
の
舞

の
動
作
を
覚
え
る
の
が
難
し
い
こ

と
、
ま
た
、
笛
は
楽
譜
が
な
い
た
め

に
、
大
人
の
人
の
指
の
動
き
を
横
目

で
見
な
が
ら
覚
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
例
大
祭
の
準
備

　

祭
の
準
備
は
、「
釜
番
」
と
呼
ば
れ

る
担
当
の
班
の
人
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
九
月
中
旬
頃
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
赤
堀
地
区
は
九
班
か
ら
な
っ
て

お
り
、
毎
年
交
替
で
二
班
ず
つ
が

「
釜
番
」
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
十

月
始
め
の
二
日
間
に
、
地
区
の
全
員

が
赤
堀
会
館
に
集
ま
り
花
篭
の
花
作

り
を
行
な
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
花
拵

え
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

万
灯
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
花
篭
を

作
る
た
め
、
色
紙
を
折
っ
て
作
る
造

花
作
り
と
花
枝
作
り
が
行
わ
れ
ま

す
。
花
枝
は
竹
ひ
ご
を
芯
と
し
て
作

ら
れ
、
万
灯
の
頂
上
部
に
五
〇
本
、

上
部
と
下
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
八
本

で
、
万
灯
は
二
基
作
ら
れ
る
た
め
、

合
計
二
九
二
本
も
の
花
枝
が
準
備
さ

れ
ま
す
。造
花
は
、
頂
上
部
と
上
部
の

花
枝
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
、
下
部
の

花
枝
に
は
七
つ
が
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
花
枝
を
編
ん
で
花
篭
が

作
ら
れ
ま
す
。
二
基
の
万
灯
は
そ
の

四
面
に
和
紙
を
貼
り
、
一
基
に
は

「
四
海
静
穏
」「
悪
魔
退
散
」「
五
穀
豊

穣
」「
秋
季
大
祭
」
と
書
か
れ
、
も
う

一
基
に
は
「
天
下
泰
平
」「
五
風
十

雨
」「
村
内
安
全
」「
家
内
安
全
」
と
書

か
れ
ま
す
。

　

祭
が
終
わ
る
と
万
灯
は
解
体
さ

れ
、
花
枝
は
厄
病
よ
け
と
し
て
集

ま
っ
た
人
た
ち
に
配
ら
れ
ま
す
。

　
例
大
祭
当
日
の
流
れ

　

例
大
祭
当
日
は
、
午
前
八
時
か
ら
、

地
区
全
戸
か
ら
一
名
ず
つ
が
集
ま

り
、
境
内
の
掃
除
や
鳥
居
に
下
げ
る

し
め
縄
作
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

会
場
に
は
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
、
焼
き
そ
ば
や
綿
菓
子
な
ど
の
模

擬
店
も
用
意
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら

も
全
て
地
区
の
人
た
ち
の
手
づ
く
り

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
「
さ
さ
ら
っ
子
」
は
、
白
の
襦
袢
に

水
玉
模
様
の
た
っ
つ
け
袴
と
手
っ
甲

を
つ
け
、
紺
色
の
紐
足
袋
に
草
鞋
を

履
き
、
腰
に
は
幣
束
を
差
し
ま
す
。幣

束
は
色
紙
で
作
ら
れ
ま
す
が
、
獅
子

頭
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
色
が
異
な

り
、「
法
眼
」
は
紫
と
黄
色
、「
雌
獅

子
」
は
赤
と
黄
色
、「
雄
獅
子
」
は
青

と
白
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

獅
子
頭
を
被
り
本
番
に
備
え
ま
す
。

　

午
前
十
時
半
、
い
よ
い
よ
例
大
祭

の
始
ま
り
で
す
。
ま
ず
、
一
組
目
の

「
さ
さ
ら
っ
子
」
の
舞
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
村
の
集
会
所
（
赤
堀
会
館
）
の
前

で
一
区
切
り
の
舞
を
行
な
い
ま
す
。

一
区
切
り
の
舞
は
お
よ
そ
十
五
分
か

か
り
ま
す
。

　
「
さ
さ
ら
っ
子
」
に
続
い
て
、
大
人

の
会
員
に
よ
る
舞
が
行
わ
れ
ま
す
。

大
人
た
ち
の
舞
の
あ
と
、
二
組
目
の

「
さ
さ
ら
っ
子
」
に
交
替
し
一
区
切
り

の
舞
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
再
び
舞
は

大
人
た
ち
に
変
わ
り
、「
橋
渡
り
」

「
雌
獅
子
隠
し
」
が
舞
わ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
ま
た
一
区
切
り
の
舞
が
行
わ

れ
た
あ
と
、
万
灯
を
先
頭
に
、「
法

眼
」「
雌
獅
子
」「
雄
獅
子
」、
笛
、
唄

い
手
、
地
区
の
人
達
、
万
灯
の
順
で

「
岡
崎
」「
鳥
居
が
か
り
」
の
笛
の
音

に
あ
わ
せ
、
太
鼓
を
叩
き
つ
つ
八
幡

宮
に
向
か
い
ま
す
。

　

八
幡
宮
の
境
内
で
は
、
神
社
に
奉

納
す
る
海
老
を
掬
う
様
子
を
表
現
し

た
「
海
老
掬
い
」
を
舞
っ
た
あ
と
、
本

殿
の
周
り
に
祀
っ
て
あ
る
神
々
を
巡

り
奉
納
し
、
境
内
と
集
会
所
の
広
場

で
一
区
切
り
ず
つ
舞
い
ま
す
。

　

境
内
と
集
会
所
で
の
舞
が
終
わ
る

と
、
次
は
地
区
内
の
行
進
に
移
り
ま

す
。
獅
子
舞
は
こ
こ
で
子
ど
も
達
の

「
さ
さ
ら
っ
子
」
に
変
わ
り
、
万
灯
を

先
頭
に
地
区
の
東
に
向
か
い
ま
す
。

行
進
は
、
地
区
内
安
全
、
悪
魔
退
散

等
を
願
っ
て
全
て
の
地
区
内
を
廻
り

ま
す
。

　

本
郷
地
区
か
ら
下
地
区
、
中
地
区
、

上
地
区
の
順
に
進
み
、
途
中
に
あ
る

「
万
日
堂
」
と
呼
ば
れ
る
寺
の
庭
で

は
、「
も
り
と
も
」
と
呼
ば
れ
る
荘
重

な
舞
を
行
な
い
ま
す
。ま
た
途
中
、
厄

除
け
の
た
め
に
舞
っ
て
欲
し
い
と
希

望
す
る
家
々
を
回
り
一
区
切
り
ず
つ

舞
い
ま
す
。
こ
う
し
て
地
区
中
を
廻

り
、
銅
街
道
を
通
り
、
西
の
地
区
境

ま
で
「
の
ぼ
り
節
」
の
曲
で
進
ん
で

行
き
ま
す
。地
区
境
ま
で
来
る
と
、
社

務
所
に
向
か
っ
て
引
き
返
し
ま
す
。

こ
の
時
は
、
獅
子
舞
が
無
事
に
終
わ

ろ
う
と
す
る
喜
び
を
表
す
、
威
勢
の

良
い
「
く
だ
り
節
」
で
進
み
ま
す
。
社

務
所
に
戻
り
、
一
区
切
り
を
舞
っ
て

例
大
祭
は
全
て
終
了
し
ま
す
。
朝
の

十
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
祭
り
は
、
午

後
二
時
ご
ろ
に
終
了
を
迎
え
ま
し

た
。

　
取
材
を
終
え
て

　

今
回
の
取
材
は
、
子
ど
も
達
の
練

習
日
に
あ
わ
せ
た
取
材
と
、
例
大
祭

当
日
、
獅
子
舞
奉
納
の
様
子
も
取
材

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

練
習
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
熱

の
こ
も
っ
た
指
導
と
、
そ
れ
に
必
死

に
応
え
よ
う
と
す
る
子
ど
も
達
の
真

剣
な
眼
差
し
が
印
象
的
で
し
た
。
ま

た
、
祭
の
準
備
や
当
日
の
運
営
に
、

地
域
の
人
達
全
員
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
様
子
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
田
赤
堀
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

獅
子
舞
と
年
に
一
度
の
秋
祭
り
、
こ

れ
ら
の
伝
統
を
代
々
引
き
継
い
で
い

か
れ
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
輪

（
絆
）
が
益
々
強
ま
り
、
こ
れ
か
ら
も

互
い
に
協
力
し
合
う
心
や
、
地
域
文

化
を
育
ん
で
い
か
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

�

（
財
団
事
務
局
長　

山
内
彰
）

［｢ささらっ子｣ の練習の様子］

［｢ささらっ子｣ の舞］［地区内巡行の様子］
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東
京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村

　
　
　

檜
原
村
春
日
神
社

　
　
　

御
餇
神
事
保
存
会

�

会
長　

志
村　

勝
芳

（
平
成
二
十
五
年
度
助
成
先
）

◇
東
京
都
檜
原
村
の
自
然
と
文
化

　

檜
原
村
春
日
神
社
は
東
京
都
の
最

西
端
に
あ
り
千
年
近
い
由
緒
を
持
つ
。

　

檜
原
村
は
、
南
秋
川
渓
谷
と
北
秋

川
渓
谷
の
Ｖ
字
谷
沿
い
に
集
落
が
点

在
し
て
い
る
。
一
年
を
通
じ
各
集
落

に
は
伝
統
あ
る
祭
が
行
わ
れ
、
文
化

財
が
豊
富
な
地
区
で
あ
る
。

　

村
の
中
央
部
の
浅
間
嶺
を
通
り
甲

斐
に
抜
け
る
道
は
、
江
戸
期
に
は
甲

州
中
道
と
呼
ば
れ
、
甲
州
道
の
裏
街

道
と
し
て
昔
人
が
盛
ん
に
利
用
し
た
。

ま
た
、
天
領
と
し
て
代
官
が
置
か
れ
、

当
所
本
宿
、
上
元
郷
地
区
の
橘
橋
の

橋
詰
に
は
口
留
番
所
が
設
け
ら
れ

て
、
往
来
す
る
旅
人
を
監
視
し
た
。

　

現
在
で
は
、
風
光
明
媚
な
山
間
の

渓
谷
が
登
山
に
、
川
遊
び
に
、
キ
ャ

ン
プ
に
な
ど
、
様
々
な
憩
い
の
場
所

と
な
っ
て
い
る
。

◇
四
四
一
年
間
続
い
た
伝
統
行
事

　

室
町
後
期
、
当
地
の
西
方
に
聳
え

る
城
山
に
、
後
北
条
氏
系
の
平
山
氏

が
檜
原
城
を
築
い
た
。

　

春
日
神
社
の
創
立
は
元
暦
元
年

（
一
一
八
四
）
で
、
再
建
は
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）
五
月
一
日
に
平
山
右
衛

門
大
輔
氏
盛
が
行
っ
た
と
い
う
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
に
は
時

の
城
主
平
山
氏
重
が
春
日
神
社
御
餇

神
事
に
参
加
し
、
氏
子
中
の
五
穀
豊

穣
、
無
病
息
災
、
天
下
泰
平
を
祈
願

し
た
と
の
記
録
が
、
小
室
家
永
代
総

代
所
蔵
の
御
餇
帳
に
残
っ
て
い
る
。

　

現
在
ま
で
連
綿
と
し
た
記
録
と
共

に
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
檜
原

村
春
日
神
社
の
御
餇
神
事
で
あ
る
。

◇
春
日
神
社
御
餇
神
事
の
内
容

　

御
餇
神
事
（
お
と
う
し
ん
じ
）
に
参

加
す
る
御
當
番
は
、
氏
子
総
代
人
の

呼
び
か
け
に
よ
り
氏
子
中
、
村
外
か

ら
、
希
望
者
十
二
名
を
募
集
し
て
い

た
。
現
在
は
導
師
を
含
め
七
名
と
い

う
最
小
限
の
編
成
で
挙
行
さ
れ
る
。

　

祭
の
前
の
二
月
十
五
日
に
、
前
年

度
の
ト
コ
ロ
渡
し
を
受
け
た
御
當
番

と
新
た
に
申
し
込
み
當
番
参
加
者
と

な
っ
た
人
た
ち
と
永
代
総
代
、
役
員
、

幹
事
を
交
え
て
神
事
の
打
ち
合
わ
せ

会
が
神
社
の
調
整
殿
で
行
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
切
り
火
に
つ
い
て
御
當
番

に
伝
え
ら
れ
る
。
他
人
か
ら
火
を
貰

う
こ
と
、
料
理
（
食
事
）、
風
呂
、
燗

酒
な
ど
、
火
に
か
か
わ
る
諸
処
の
こ

と
は
全
て
自
分
自
身
で
行
う
こ
と
、

が
切
り
火
の
掟
と
さ
れ
て
い
る
。

　

自
己
管
理
の
下
で
精
進
潔
斎
す
る

決
ま
り
で
、
切
り
火
の
日
数
は
以
前

は
神
事
当
日
ま
で
七
日
ま
た
は
十
四

日
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
四
日
間
。

　

祭
当
日
の
三
月
一
日
午
前
八
時

に
、
総
代
人
、
役
員
、
幹
事
、
御
當
番

が
調
整
殿
に
参
集
す
る
。
神
事
に
必

要
な
神
饌
物
（
白
米
、
野
菜
、
魚
等
）

を
御
當
番
が
氏
子
中
の
家
（
奉
納
が

決
め
ら
れ
た
家
）
に
、
奉
納
品
（
精
進

料
理
の
材
料
）
と
し
て
納
め
る
。

　

宮
司
、
総
代
人
世
話
役
、
幹
事
等

は
、
神
社
に
奉
納
す
る
春
日
神
社
神

符
、
御
札
、
神
社
神
符
（
氏
子
へ
配
布

す
る
）、
〆
、
等
を
制
作
す
る
。

　

御
餇
番
は
、
神
事
に
使
用
す
る
白

米
を
玄
米
か
ら
臼
で
御
當
番
が
順
番

で
搗
き
、
精
米
す
る
神
事
を
行
う
。

　

神
事
、
直
会
、
祭
り
に
献
上
す
る

精
進
料
理
は
、
御
當
番
が
手
分
け
し

て
調
理
す
る
。

　

夕
刻
、
導
師
は
御
當
番
の
火
打
ち

の
順
番
を
く
じ
引
き
で
決
め
る
。

　

米
研
役
、
水
桶
天
秤
で
水
汲
み
役
、

呼
び
廻
り
役
を
決
め
、
御
當
番
は
、

火
打
ち
の
練
習
に
余
念
が
な
い
。
気

合
と
酒
の
振
る
舞
い
で
気
分
は
、
火

は
俺
が
点
け
る
、
俺
だ
と
最
高
潮
に

達
し
、
す
で
に
六
根
清
浄
の
掛
け
声

で
調
整
殿
は
熱
気
を
帯
び
て
く
る
。

　

午
後
十
一
時
に
、
導
師
、
御
當
番

は
禊
の
準
備
に
か
か
り
、
下
帯
一
丁

（
フ
ン
ド
シ
と
足
袋
）
の
姿
で
弓
張
提

灯
を
持
ち
、
禊
の
出
発
に
備
え
る
。

二
日
午
前
〇
時
三
十
分
、
大
太
鼓
を

合
図
に
導
師
が
先
頭
で
六
根
清
浄
の

掛
け
声
勇
ま
し
く
、
出
発
、
橘
橋
下

の
厳
冬
の
秋
川
に
禊
に
向
か
う
。

　

雪
解
け
で
増
水
し
た
川
の
中
で
、

肩
を
組
み
六
名
の
御
當
番
は
無
事
禊

を
済
ま
せ
、
湧
水
池
で
米
を
研
ぎ
、

湧
水
を
取
り
神
社
境
内
の
お
炊
場
に

向
か
う
。

　

六
根
清
浄
、
六
根
清
浄
、
―
―

到
着
後
、
火
打
ち
石
に
よ
る
採
火
が

行
わ
れ
る
。
火
打
ち
は
一
人
三
回
ま

で
で
、
六
名
が
一
順
し
て
も
採
火
で

き
な
い
時
は
再
度
禊
に
向
か
う
。

　

無
事
に
採
火
盆
に
火
種
が
落
ち
れ

ば
、
導
師
が
懸
命
に
火
種
を
起
こ
す
。

採
火
さ
れ
た
火
は
お
炊
場
の
薪
に
移

さ
れ
、
大
鍋
に
湧
水
、
白
米
が
投
入

さ
れ
神
饌
白
米
が
炊
か
れ
る
。

　

炊
き
あ
が
る
と
、
六
根
清
浄
の
掛

け
声
で
、『
御
餇
に
お
出
あ
り
ま
す
よ

う
』
と
、
寒
風
吹
く
氏
子
中
を
端
か

ら
端
ま
で
下
帯
一
丁
で
呼
び
廻
る
。

　

飯
盛
り
役
総
代
へ
神
饌
白
米
が
炊

け
た
こ
と
を
告
げ
、
了
承
さ
れ
る
と
、

調
整
殿
に
出
向
き
飯
盛
り
を
行
う
。

　

白
鳥
に
正
装
し
た
導
師
と
飯
盛
り

役
が
、
奉
納
用
の
白
木
の
大
椀
五
個
、

小
椀
三
個
に
飯
を
高
盛
り
付
け
る
。

　

神
殿
へ
の
御
餇
飯
、
神
饌
物
が
全

て
揃
い
神
事
の
儀
式
を
待
つ
。

　

午
前
六
時
、
宮
司
、
総
代
人
、
氏
子

役
員
、
囃
子
連
を
交
え
神
事
開
始
。

　

御
當
番
が
白
鳥
の
正
装
に
マ
ス

ク
、
烏
帽
子
姿
で
奉
納
神
饌
物
を
順

次
手
渡
し
で
拝
殿
に
運
ぶ
。
神
前
に

奉
納
さ
れ
た
後
、
宮
司
の
祝
詞
、
総

代
人
等
が
玉
串
奉
納
、
直
会
と
な
る
。

　

午
前
十
時
か
ら
は
氏
子
中
の
直

会
、
及
び
祭
礼
と
な
る
。席
上
で
導
師

が
ト
コ
ロ
渡
し
（
来
年
度
御
當
番
希

望
者
へ
の
指
名
）
を
行
う
。

　

こ
こ
で
御
當
番
が
準
備
し
た
精
進

料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。

　

祭
終
了
後
、
御
餇
飯
、
御
札
、
お
守

り
等
が
各
氏
子
中
（
一
二
五
戸
）
に

配
布
さ
れ
る
。

◇
継
承
活
動
の
歴
史
と
後
継
者
の
育

成
と
今
後

　

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
御
餇

帳
に
、『
当
番
請
取
渡
之
盃
／
式
法
』

の
覚
書
が
あ
る
。

「�
其
年
の
當
番
よ
り
翌
年
乃
本
番
の

も
の
へ

　�

盃
越
わ
た
し
又
其
者
よ
り
其
身
証

人
の
も
の
へ

　�

さ
か
ず
き
を
わ
た
し
そ
れ
よ
り
其

年
の
當
番
へ
わ
た
し

　�

又
そ
れ
よ
り
来
年
の
番
ニ
阿
た
る

者
へ
わ
た
し

　
六
人
付
残
如
比
到
候
事
古
来

　
お
ぼ
え
の
た
め
書
記
た
る
也
―
」

　

こ
の
覚
書
に
基
づ
い
て
御
餇
神
事

が
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

　

氏
子
中
の
会
費
及
び
奉
納
金
で
神

事
の
費
用
が
賄
わ
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
御
炊
場
の
屋
根
改
修
費
の

助
成
を
受
け
、
改
修
を
完
了
し
た
。

　

村
内
氏
子
中
の
少
子
化
に
伴
い
、

御
當
番
の
希
望
者
は
少
な
く
、
毎
年

一
～
二
名
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
不

足
分
を
補
充
す
る
御
當
番
は
経
験
者

を
含
め
、
各
総
代
、
役
員
、
幹
事
等
で

村
内
外
の
知
人
、
友
人
へ
参
加
の
希

望
を
取
っ
て
い
る
。

　

こ
の
御
餇
神
事
に
係
る
総
代
人
、

役
員
幹
事
は
十
名
で
運
営
さ
れ
て
い

る
が
、
総
代
人
の
後
継
者
も
神
事
に

参
加
し
、
神
事
の
一
切
を
習
得
す
る

よ
う
指
導
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
御
當
番
の
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
役
員
一
同
、
地

域
の
人
々
な
ら
び
に
村
外
の
方
々
の

支
援
を
得
な
が
ら
、
こ
の
神
事
の
継

承
に
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

寄 稿
「
御
餇
神
事
」
を
継
承
し
て
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岐
阜
県
美
濃
市

　
　
　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

ワ
ー
ク
協
会
・
竹
部
会

�

部
会
長　

鬼
頭　

伸
一

（
平
成
二
十
五
年
度
助
成
先
）

◇�

一
三
〇
〇
年
の
歴
史

　

鵜
飼
は
鵜
匠
が
鵜
を
操
り
鮎
を
捕

え
る
古
典
的
な
漁
法
で
、
一
三
〇
〇

年
の
歴
史
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

特
に
岐
阜
県
で
は
岐
阜
市
に
長
良
川

鵜
飼
、
関
市
に
小
瀬
鵜
飼
が
あ
り
、

多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
鵜
飼
は
御
料
鵜
飼
に
指
定

さ
れ
、
皇
室
の
保
護
の
も
と
古
来
の

伝
統
を
継
承
し
て
き
た
。
鵜
匠
は
宮

内
庁
式
部
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
捕
れ
た

鮎
は
毎
年
皇
室
に
献
上
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、
長
良
川
の
鵜
飼
用
具
一
式

一
二
二
点
は
国
の
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

鵜
飼
用
具
の
中
で
も
特
に
重
要
な

役
割
を
担
う
の
が
、
鵜
を
運
ん
だ
り

飼
っ
た
り
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
鵜

籠
で
あ
る
。
四
羽
を
入
れ
る
ヨ
ツ
ザ

シ
、
二
羽
を
入
れ
る
フ
タ
ツ
ザ
シ
、

鵜
の
寝
床
と
な
る
鳥
屋
籠
（
ト
ヤ
カ

ゴ
）、
捕
っ
た
鮎
を
入
れ
る
吐
け
籠

（
ハ
ケ
か
ご
）
な
ど
の
種
類
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
中
世
の
絵
巻
物
に
描
か
れ

た
形
状
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
。

◇
ぎ
り
ぎ
り
で
の
技
術
継
承

　

こ
れ
ら
の
鵜
籠
は
、
流
域
の
竹
細

工
職
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
き
た
。

近
年
で
は
関
市
在
住
の
石
原
文
雄
氏

（
昭
和
一
〇
年
生
ま
れ
）
が
、
長
良
川

鵜
飼
、
小
瀬
鵜
飼
の
九
人
の
鵜
匠
す

べ
て
の
籠
を
作
っ
て
い
た
。
さ
ら
に

近
隣
の
愛
知
県
犬
山
市
の
木
曽
川
鵜

飼
や
、
遠
く
は
山
口
県
岩
国
市
の
錦

帯
橋
鵜
飼
な
ど
の
、
鵜
匠
に
よ
っ
て

大
き
さ
も
形
も
異
な
る
鵜
籠
づ
く
り

も
担
っ
て
い
た
。鵜
飼
の
籠
は
、
中
の

鵜
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、
一
般
の

籠
に
は
見
ら
れ
な
い
加
工
が
施
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
一
般
の
竹
製
品
と

比
べ
て
も
大
き
い
こ
と
か
ら
（
ヨ
ツ

ザ
シ
の
鵜
籠
で
直
径
約
七
〇
セ
ン
チ

×
高
さ
約
五
〇
セ
ン
チ
）、
普
通
の
竹

細
工
職
人
は
制
作
し
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
籠
の
詳
細
な

制
作
技
術
は
文
献
と
し
て
残
さ
れ
て

お
ら
ず
、
石
原
氏
に
は
後
継
者
も
な

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
鵜
籠
づ
く
り
の

技
術
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　

我
々
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
ワ
ー
ク
協
会
は
（
岐
阜
県
立
の
専

門
学
校
で
あ
る
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
の
卒
業
生
が
中
心
と
な
り
、
一

般
向
け
の
も
の
づ
く
り
講
座
を
提
供

す
る
団
体
）、
鵜
籠
づ
く
り
の
技
術
を

継
承
す
る
た
め
に
平
成
二
十
二
年
春

に
竹
部
会
を
つ
く
り
、
石
原
氏
に
指

導
を
仰
い
で
竹
細
工
の
基
礎
か
ら
学

ん
で
き
た
。し
か
し
一
年
後
、
私
た
ち

が
何
と
か
長
良
川
鵜
飼
用
の
ヨ
ツ
ザ

シ
を
二
個
作
っ
た
矢
先
、
石
原
氏
が

体
調
を
崩
し
て
仕
事
を
休
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

◇
環
境
整
備
と
自
主
練
習

　

平
成
二
十
三
年
春
か
ら
は
、
石
原

氏
か
ら
学
ん
だ
数
人
が
自
主
練
習
を

続
け
て
き
た
。
始
め
の
う
ち
は
姿
か

た
ち
も
強
度
も
十
分
で
は
な
く
、
鵜

飼
で
使
っ
て
も
ら
え
る
品
質
の
も
の

は
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
鵜
籠
づ
く
り
の
練
習
と
と

も
に
、
材
料
の
確
保
に
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鵜
籠
に
使
わ

れ
る
竹
は
淡
竹
（
ハ
チ
ク
）
と
い
い
、

竹
細
工
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
真
竹

（
マ
ダ
ケ
）
に
比
べ
、
色
艶
は
劣
る
も

の
の
耐
久
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
し

か
も
四
～
七
年
生
の
竹
で
あ
り
、
胸

高
直
径
七
セ
ン
チ
程
度
、
節
と
節
の

間
が
三
〇
セ
ン
チ
以
上
な
ど
、
細
か

い
条
件
が
あ
る
。
私
た
ち
は
石
原
氏

が
材
料
を
確
保
し
て
き
た
竹
林
の
地

主
と
新
た
に
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
た
が
、
数
年
間
手
入
れ
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
竹
林
は
荒
れ
果
て
て
い

た
。良
質
な
竹
を
育
て
る
た
め
、
現
在

は
定
期
的
に
竹
林
を
訪
れ
、
整
備
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
自
主
練
習
は
毎
週
一
回
、
森

林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
室
を
間
借

り
し
て
行
っ
て
き
た
が
、
練
習
回
数

を
ふ
や
す
た
め
に
独
自
の
作
業
場
を

確
保
す
る
こ
と
に
し
た
。
い
ろ
い
ろ

探
し
た
末
、
美
濃
市
の
好
意
で
旧
信

用
金
庫
の
建
物
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
、
平
成
二
十
五
年
春
よ
り
毎
週
二

回
ず
つ
集
ま
っ
て
作
業
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
竹
林
整
備
に
か
か
る
費
用

や
作
業
場
の
家
賃
は
、
す
べ
て
会
員

の
自
己
負
担
に
よ
り
賄
っ
て
い
る
。

◇
高
ま
る
需
要

　

石
原
氏
は
平
成
二
十
三
年
よ
り
ほ

と
ん
ど
鵜
籠
を
制
作
し
て
い
な
い
た

め
、
鵜
籠
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
。

近
隣
の
長
良
川
鵜
飼
、
小
瀬
鵜
飼
、

木
曽
川
鵜
飼
で
鵜
匠
に
聞
き
取
り
調

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
籠
を
合
せ
て
毎
年
九
〇
個
ず
つ

を
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
中
に
は
す
ぐ
に
も
必
要

な
籠
も
あ
る
。

◇
持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り

　

現
在
鵜
籠
づ
く
り
に
取
り
組
む
会

員
は
、
二
〇
代
か
ら
六
〇
代
ま
で
合

計
四
人
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
本
格
的

に
鵜
匠
に
籠
を
供
給
し
て
い
く
た
め

に
は
、
特
に
若
い
会
員
に
安
定
し
た

収
入
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
新
し
い
技
術
者
を
育
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
助
成
金
で
一
〇

人
分
の
竹
細
工
道
具
を
購
入
し
、
新

た
に
一
般
向
け
の
竹
細
工
教
室
始
め

る
こ
と
に
し
た
。
一
般
向
け
と
い
っ

て
も
、
我
々
が
得
て
き
た
技
術
や
知

識
を
、
竹
の
伐
採
か
ら
、
竹
ひ
ご
の

加
工
、
籠
や
笊
の
編
み
方
に
至
る
ま

で
一
貫
し
て
教
え
る
教
室
で
あ
る
。

こ
の
教
室
か
ら
得
ら
れ
る
受
講
料
に

よ
っ
て
竹
林
や
作
業
場
の
借
用
に
か

か
る
費
用
を
賄
う
と
と
も
に
、
会
員

の
生
活
安
定
に
も
役
立
て
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
教
室
か

ら
、
新
し
い
鵜
籠
づ
く
り
の
担
い
手

が
現
れ
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
木
曽
川
鵜
飼
の
鵜
匠
か
ら

依
頼
が
あ
り
、
鵜
飼
シ
ー
ズ
ン
が

終
っ
た
後
に
鵜
匠
向
け
の
鵜
籠
づ
く

り
講
座
も
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
鵜
匠
と
鵜
籠
づ
く
り

職
人
は
分
業
で
あ
っ
た
た
が
、
鵜
匠

自
ら
籠
も
作
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

も
新
し
い
時
代
の
持
続
可
能
な
体
制

づ
く
り
の
一
つ
な
の
か
も
知
れ
な

い
。

　

一
三
〇
〇
年
の
伝
統
を
さ
ら
に
次

の
世
代
へ
伝
え
る
た
め
に
、
活
動
を

続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

寄 稿

鵜
籠
づ
く
り
の
技
術
継
承



地 域 の 伝 統 文 化

8

　
　
　

三
重
県
鈴
鹿
市

　
　
　

東
玉
垣
唐
人
踊
り
保
存
会

�

Ｏ
Ｂ　

田
中　

辰
典

（
平
成
二
十
五
年
度
助
成
先
）

◇
貴
重
な
唐
人
踊
り
を
継
承

　

三
重
県
鈴
鹿
市
は
、
名
古
屋
市
よ

り
南
へ
約
五
〇
キ
ロ
、
三
重
県
北
部

に
位
置
し
、
国
際
的
に
有
名
な
鈴
鹿

サ
ー
キ
ッ
ト
が
あ
り
、
自
動
車
産
業

が
盛
ん
な
都
市
で
す
。

　

そ
ん
な
鈴
鹿
市
の
東
玉
垣
町
に
唐

人
踊
り
が
伝
わ
っ
た
の
は
江
戸
時
代

で
あ
る
と
、
父
な
ら
び
に
保
存
会
の

先
輩
方
よ
り
子
供
の
こ
ろ
か
ら
聞
い

て
お
り
ま
す
。こ
の
唐
人
踊
り
は
、
当

地
以
外
に
岡
山
県
牛
窓
町
の
唐
子
踊

り
、
三
重
県
津
市
の
唐
人
行
列
と
、

全
国
三
ヶ
所
に
し
か
な
い
踊
り
で

す
。

　

東
玉
垣
唐
人
踊
り
保
存
会
に
つ
い

て
は
、
一
時
途
絶
え
て
い
た
祭
り
を

復
活
さ
せ
る
た
め
、
昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
に
大
先
輩
の
方
々
が
中

心
と
な
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

◇
牛
頭
天
王
社
春
祭
り
に
奉
納

　

唐
人
踊
り
は
、
毎
年
四
月
第
一
土

曜
日
（
試
楽
）
お
よ
び
そ
の
翌
日
（
本

祭
）
に
行
わ
れ
る
牛
頭
天
王
社
春
祭

り
に
披
露
し
て
お
り
ま
す
。

　

祭
り
で
は
、
唐
人
踊
り
だ
け
で
は

な
く
獅
子
舞
・
稚
児
舞
と
三
種
の
踊

り
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
土
曜
日
の

試
楽
で
は
、
獅
子
頭
に
て
町
内
氏
子

宅
を
祈
祷
し
、
日
曜
日
の
本
祭
に
獅

子
舞
・
唐
人
踊
を
、
東
玉
垣
町
内

四
ヶ
所
（
東
安
寺
・
蓮
花
寺
・
東
玉

垣
第
一
集
会
所
・
牛
頭
天
王
社
）
に

奉
納
し
ま
す
。ま
た
稚
児
舞
は
、
本
祭

に
二
ヶ
所
（
東
玉
垣
第
一
集
会
所
・

牛
頭
天
王
社
）
で
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
踊
り
を
継
承
す
る
た
め

に
、
保
存
会
は
小
学
校
二
年
生
か
ら

四
三
歳
ま
で
約
六
〇
名
に
て
構
成

し
、
練
習
は
、
毎
年
二
月
第
三
土
曜

日
よ
り
四
月
第
一
週
の
祭
り
ま
で
、

火
・
木
・
土
曜
日
の
夜
七
時
三
十
分

か
ら
十
時
ま
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
長
期
間
で
の
練
習
は
、
非
常

に
苛
酷
で
は
あ
り
ま
す
が
、
小
学
生

と
大
人
と
の
間
に
絆
が
芽
生
え
、
小

学
校
下
校
時
に
私
が
「
お
帰
り
！
」

と
声
を
か
け
る
と
「
ヨ
ッ
チ
ャ
ン
た

だ
い
ま
！
」
と
会
話
が
あ
り
、
中
学

生
・
高
校
生
と
な
っ
て
も
変
わ
ら
ず

に
関
係
が
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
す
べ
て
、
祭
り
の
お
か
げ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

◇
異
国
情
緒
豊
か
な
衣
装
で
踊
る

　

唐
人
踊
り
の
構
成
は
、
囃
子
連

（
は
や
し
）
六
名
（
太
鼓
二
名
・
笛
二

名
・
鼓
・
鉦
各
一
名
）
と
踊
り
手
三

名
で
す
。こ
の
踊
り
手
を
現
在
は
、
中

学
生
・
高
校
生
が
務
め
ま
す
。

　

唐
人
各
自
が
、
不
思
議
な
面
を
付

け
て
、
軍
扇
（
セ
ン
ス
）・
銅
鑼
（
ド

ラ
）・
喇
叭
（
ラ
ッ
パ
）
を
持
ち
、
異

国
情
緒
豊
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い

千
鳥
足
の
よ
う
に
フ
ラ
フ
ラ
し
な
が

ら
、
囃
子
連
が
演
奏
す
る
「
み
ち
び

き
（
入
場
行
進
テ
ー
マ
）」
と
と
も
に

入
場
し
て
き
ま
す
。「
み
ち
び
き
」
の

後
半
に
差
し
掛
か
る
と
唐
人
は
座
り

だ
し
、
そ
の
あ
と
口
上
・
太
鼓
独
奏
、

そ
し
て
奉
納
の
踊
り
と
な
り
ま
す
。

踊
り
が
終
る
と
ま
た
「
み
ち
び
き

（
退
場
の
テ
ー
マ
）」
に
て
唐
人
が
ど

こ
か
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

唐
人
が
、
仮
面
を
付
け
、
非
常
に

ユ
ー
モ
ラ
ス
か
つ
、
奇
妙
な
動
き
で

踊
る
こ
と
か
ら
、
郷
土
芸
能
と
し
て

珍
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

祭
り
以
外
で
も
、
毎
年
、
鈴
鹿
市

立
玉
垣
小
学
校
三
年
生
の
授
業
に

て
、
こ
の
唐
人
踊
り
を
取
り
上
げ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
我
々
ま
た

は
Ｏ
Ｂ
の
方
が
、
唐
人
踊
り
の
歴
史
、

踊
り
方
を
指
導
し
、
習
得
し
た
踊
り

を
三
年
生
が
学
校
行
事
で
披
露
す
る

と
い
っ
た
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

◇
祭
り
を
通
し
た
繋
が
り
が
継
続

　

私
は
、
小
学
校
二
年
生
か
ら
こ
の

祭
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平

成
二
十
五
年
四
月
に
会
長
を
終
え
て

卒
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

振
り
返
る
と
先
輩
・
後
輩
・
師
匠
た

ち
と
の
繋
が
り
が
、
こ
の
祭
り
に
は

全
て
備
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
し
て
今
で
も
そ
れ
が
継
続
し

て
存
在
し
ま
す
。近
年
、
隣
近
所
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
自
身
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
感
じ
な
か
っ
た
の

は
、
上
記
で
述
べ
た
よ
う
に
祭
り
の

お
か
げ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
こ
こ
で
踊
り
の
前
の
口
上
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
長
歳
哉
（
ち
ょ
う
せ
い
や
）

　

変
わ
ら
で
祭
る
瑞
垣
（
み
ず
が
き
）

の　

五
穀
成
就
と
祈
る
唐
人
」

　

小
さ
い
頃
、
意
味
も
分
か
ら
ず
た

だ
大
き
な
声
で
こ
の
口
上
を
歌
っ
て

楽
し
か
っ
た
。
今
で
も
祭
り
で
こ
の

口
上
を
歌
う
と
同
じ
気
持
ち
に
な
れ

ま
す
。在
所
の
方
も
、
毎
年
同
じ
よ
う

に
楽
し
そ
う
に
歌
い
、
唐
人
踊
り
を

見
て
笑
い
、
声
を
か
け
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
祭
り
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

寄 稿

唐
人
踊
り
伝
承
に
つ
い
て
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＊印は民俗技術

山形県 西川一座 徳島県 猿坂獅子組保存会

福島県 上三坂のやっちき踊り保存会 愛媛県 八幡丸運営委員会 北海道 ヤイユーカラの森 ＊ 北海道 石崎奴保存会

茨城県 あんば囃子保存会 高知県 宮谷堂の口あけまつり保存会 新十津川町獅子神楽保存会 厚岸かぐら保存会             

栃木県 宗円獅子舞保存会 福岡県 四三嶋獅子廻し実行委員会 青森県 新山権現保存会 青森県 紙漉沢獅子踊保存会

群馬県 沼田祇園囃子保存会連合会 長崎県 舘浦須古踊り保存会 岩手県 上郷伝統工芸研究会＊ 七戸町郷上芸能保存会

千葉県 仁組獅子舞保存会 大島村盆踊振興会 赤沢芸能保存会 岩手県 白浜剣舞保存会

東京都 ふるさと資料館建設推進委員会＊熊本県 中江岩戸神楽保存会子供神楽部会 宮城県 宮崎獅子舞保存会 宮城県 とよま囃子保存会

神奈川 仙石原神楽保存会 大分県 重岡岩戸神楽保存会 秋田県 中野七夕保存会 山形県 今利一郎氏（深山和紙製造)＊

新潟県 赤玉文化財保存会 宮崎県 村所神楽保存会 山形県 堀内伝承文化保存会 群馬県 岩島麻保存会＊

富山県 八尾町曳山保存会 佐々木寛治郎氏（手漉き和紙)＊栃木県 山岡和三郎氏（日光下駄）＊ 東京都 説経節の会

時の会-福野の過去･現在･未来－＊ 鹿児島 蓬原熊野神社神舞保存会 群馬県 大神楽獅子舞保存会 秋川歌舞伎保存会

福井県 加茂神社上宮の神事 沖縄県 伊江村民俗芸能保存会 埼玉県 明覚郷流鏑馬保存会 新潟県 神谷地域ビデオ収録委員会

山梨県 大久保文化財保存会 千葉県 野田津久舞保存会 福井県 越前万歳保存会

沢登六角堂切子保存会＊ 北海道 月浦獅子舞保存会 神奈川 大谷芸能保存会 長野県 木曽漆器保存調査会＊

長野県 成就神楽囃子保存会 釧路アイヌ民芸企業組合＊ 石川県 能登の揚浜式製塩保存会＊ 岐阜県 大井文楽保存会

阿島傘の会＊ 青森県 沼崎念仏鶏舞保存会 福井県 花山行事保存会 三重県 東玉垣唐人踊り保存会

岐阜県 串原歌舞伎保存会 岩手県 小梨芸能保存会  岐阜県 岐阜県地歌舞伎保存振興協議会 奈良県 石打太鼓踊保存会

愛知県 （財）平野町町政会 秋田県 戸沢ささら保存振興会 愛知県 甚目寺説教源氏節人形芝居「もくもく座」 和歌山 大島水門祭保存会

三重県 一色町能楽保存会 鷹巣町綴子大太鼓上町保存会 三重県 東玉垣唐人踊り保存会 島根県 西本里美氏（西田葛の復興)＊

深野和紙保存会＊ 山形県 遊佐のアマハゲ保存会 二木島祭保存会 島後久見神楽保持者会

大阪府 船待神社神楽子供獅子踊り保存会 峠ノ山八幡神社弓祭協賛会 滋賀県 吉身祭礼保存会 広島県 比和町郷土芸能振興会

兵庫県 廣峯神社無形文化財保存協議会 福島県 葛尾三匹獅子保存会 兵庫県 福田お幡入れ法伝哉伝承保存会 金城一国斎後継者池田昭人氏＊

奈良県 南都晃耀会 栃木県 大沢田太々神楽保存会 和歌山 土生八幡神社お頭保存会 西原上十二神祇神楽保存会

鳥取県 馬佐良申し上げ祭り保存会 千葉県 佐原囃子保存会 島根県 西本里美氏（西田葛の復興）＊ 徳島県 中村園太夫座人形浄瑠璃

島根県 伝承ﾎｰﾗﾝｴﾝﾔ馬潟櫂伝馬保存会新潟県 片野尾歌舞伎保存会 中野神楽保存会 福岡県 加布里山笠保存会

岡山県 川上町渡り拍子保存会 富山県 八尾町曳山保存会 広島県 八千代神楽団 新多神相撲保存会

広島県 阿刀神楽保存会 福井県 糸崎寺佛舞保存会 山口県 鷺の舞保存会 長崎県 大村龍踊り保存会

山口県 陶の腰輪踊り保存会 福谷区大火勢保存会 徳島県 森藤獅子舞保存会 大分県 木牟田子供神楽保存会

愛媛県 お簾踊保存会 山梨県 藤木道祖神祭保存会 香川県 中山農村歌舞伎保存会 宮崎県 諸塚神楽保存会

高知県 邌・三番双保存会 長野県 信級中原流太々神楽囃子保存会 高知県 佐喜浜八幡宮古式行事保存会 大人歌舞伎保存会

福岡県 流鏑馬武徳会 岐阜県 高雄歌舞伎保存会 福岡県 内野地区老松神社獅子舞保存会

佐賀県 蔵上町民俗芸能保存会 三重県 深野和紙保存会＊ 長崎県 坂本浮立保存会 北海道 安浦駒踊り保存会

長崎県 鬼木鐘浮立保存会 滋賀県 岩熊区雅楽保存会 熊本県 上井出神社奉納楽保存会 長沼町勇獅子舞保存会

熊本県 南阿蘇長野岩戸神楽保存会 大阪府 能勢町人形浄瑠璃実行委員会 大分県 大行事八幡宮（ｶｯﾊﾟ踊保存会） 妹背牛町獅子舞保存会

大分県 天間地区公民館 堺式手織段通技術保存協会＊ 宮崎県 村所神楽保存会 岩手県 上郷伝統工芸研究会＊

宮崎県 広原神楽保存会 兵庫県 熊野神杜裸祭り保存会 鹿児島 東郷町文弥節人形浄瑠璃保存会 伊藤流行山鹿踊保存会

鹿児島 大的始式保存会 鳥取県 新田人形浄瑠璃芝居相生文楽 鷹生郷土芸能保存会

柏原区芸能保存会 島根県 鹿子原の虫送り踊り保存会 北海道 蘭越町根曲がり竹細工研究会＊       宮城県 金津七夕祭保存会

沖縄県 武富旗頭復元実行委員会 出雲民芸紙工房＊ 鬼鹿松前神楽保存会 秋田県 大葛金山民俗芸能保存会

岡山県 壬生農村歌舞伎保存会 青森県 鮫神楽保存会 前山郷土芸能保存会

北海道 雷公神社神楽会 広島県 常定神楽継承団体「戸山会」 岩手県 上郷伝統工芸研究会＊ 山形県 押切神楽保存会

青森県 田子神楽保存会 山口県 別府岩戸神楽舞保存会 石橋鐙剣舞保存会 神奈川 民具製作技術保存会＊

岩手県 行山流都鳥鹿踊保存会 徳島県 犬飼農村舞台保存会 夏井大梵天神楽保存会 山梨県 下部温泉神楽保存会

宮城県 嵯峨立神楽保存会 香川県 家の浦二頭獅子舞保存会 宮城県 矢本町塩入神楽保存会 岐阜県 岐南町伏屋獅子舞保存会

秋田県 森岳歌舞伎保存会 愛媛県 大江山保存会 秋田県 尾去沢からめ節保存会 三重県 東玉垣唐人踊り保存会

山形県 小田島田植踊保存会 高知県 野市町立山神社棒術獅子舞保存会 山形県 北條郷総鎮守獅子冠事務所 一色町能楽保存会

福島県 北部先囃子若龍会 福岡県 平八月祭り保存会 茨城県 柿岡からくり人形保存会 三日市ｵﾝﾅｲ保存会

栃木県 芦沼獅子舞保存会 佐賀県 西塩谷面浮立保存会 東京都 西川古柳座 兵庫県 淡河八幡播州音頭踊り保存会

群馬県 沼須人形芝居保存会あけぼの座 武雄流鏑馬実行委員会 富山県 五ｹ種ﾁｮﾝｶﾞﾚ踊り保存会 池尻神社人形狂言保存会

千葉県 野田津久舞保存会 長崎県 中尾獅子浮立と唐子踊保存会 石川県 柏野じょんがら保存会 奈良県 龍口獅子舞保存会

神奈川 宮城野獅子舞保存会 熊本県 久連子古代踊り保存会 能登の揚浜式製塩保存会＊ 鳥取県 日南神楽  神光社

新潟県 瞽女唄ネットワーク 大分県 丸山俚楽保存会 福井県 だのせ祭り保存会 島根県 西本里美氏（西田葛の復興）＊

越後弥彦手仕事倶楽部＊ 宮崎県 今西三段打分太鼓踊保存会 山梨県 美和神社太々神楽保存会 隠岐いぐり凧保存会＊

富山県 八尾町曳山保存会 鹿児島 入来麓疱瘡踊保存会 長野県 日吉御鍬様祭り保存会 広島県 備後かすり学習会＊

石川県 小松市歌舞伎愛好会 佐仁八月踊り保存会 岐阜県 白鳥拝殿踊り保存会 羽佐竹神楽団後援会

福井県 和久里壬生狂言保存会 中村悦子氏（芙蓉布復元）＊ 三重県 大淀祇園祭保存会 山口県 鷺の舞保存会

長野県 仁科神明宮神楽保存会 大阪府 貝塚東三吉馬保存会 高知県 船戸花取踊保存会

岐阜県 新楽舎獅子舞保存会 北海道 留萌岩戸神楽保存会 兵庫県 青田神楽保存会 福岡県 大分獅子保存会

静岡県 島田帯祭保存会 （財）アイヌ民族博物館＊ 奈良県 誠謡会 佐賀県 嬉野町今寺面浮立保存会

愛知県 古出来町神社奉賛会 青森県 古懸獅子舞保存会 和歌山 真国御田保存クラブ 長崎県 鷹島町島踊保存会

三重県 長太鯨船保存会 岩手県 行山流都鳥鹿踊保存会 鳥取県 ｱﾄﾘｴ・ｸﾞﾘｼﾇ＊ 荻田浮立保存会

なすび団扇継承保存会＊ 平組はしご虎舞保存会 島根県 赤塚神楽佐義利保存会 大分県 武多都神楽保存会

深野和紙保存会＊ 宮城県 武鎗鹿踊保存会 広島県 江の川水系漁撈文化研究会＊ 宮崎県 潮嶽神楽保存会

滋賀県 綿向神社雅楽｢楽人座」 秋田県 鷹巣町綴子下町大太鼓保存会 名荷神楽団 籾木臼太鼓踊り保存会

京都府 棚倉孫神社瑞饋御輿保存会 鳥田目番楽保存会 山口県 徳地人形浄瑠璃保存会 鹿児島 三島村八朔踊保存会

平成３年～２５年  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（１）

平成３年度助成(２９)

平成４年度助成(３４)

平成６年度助成(４０)

平成７年度助成(４３)

平成８年度助成(４３)

平成５年度助成(３５)
助 成 先 助 成 先 助 成 先 助 成 先

平成9年度助成(４７)
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兵庫県 宗教法人 廣峯神社 茨城県 西金砂神社田楽舞保存会 大分県 国東神楽社

奈良県 月ヶ瀬奈良晒保存会＊ 群馬県 平出歌舞伎保存会 宮崎県 綾町宮原地区唐人踊り保存会 京都府 久多の山村生活用具保存会＊

和歌山 熊野速玉大社祭事保存会 埼玉県 日進餅つき踊り保存会 鹿児島 伊崎田和紙保存会＊ 大阪府 貝塚三夜音頭継承連絡会

鳥取県 江波三番叟保存会 神奈川 ＮＰＯ法人小田原鋳物研究所＊ 鹿児島市中山町下虚無僧踊保存会 兵庫県 播州音頭踊保存連合会

島根県 都神楽団 新潟県 城腰花笠踊保存会 沖縄県 草戸原 奈良県 安堵町なもで踊り保存会

岡山県 地域伝統工芸がませごの会＊ 富山県 岩瀬まだら保存会 前バル原 和歌山 高芝の獅子舞保存会

神根神社獅子舞保存会 山梨県 八朔祭下町屋台保存会 鳥取県 福栄伝統芸能保存会

広島県 磐門神楽団 長野県 小菅柱松神事保存会 北海道 蘭越町根曲がり竹細工研究会＊ 島根県 民谷神楽団

郷之崎神楽団 愛知県 大治太鼓保存会 穂別町アイヌ民族文化保存会 岡山県 大賀島大智明権現保存会

山口県 山﨑八幡宮 本山神事保存会 能田徳若万歳保存会 青森県 龍神社法霊神楽保存会 広島県 江波漕伝馬保存会

徳島県 大俣じょうれい踊り保存会 三重県 ゆうづる会＊ 岩手県 山内神楽保存会 徳島県 高川原勇獅子保存会

愛媛県 河内口説保存会 大江羯鼓踊保存会 宮城県 城生野神楽会 香川県 東かがわ市白鳥虎頭舞保存会

野間獅子連中 滋賀県 下笠町参弥礼踊保存会 秋田県 大沢郷椒沢番楽保存会 高知県 土佐の暮らしの文化を守る会

福岡県 浮羽町石垣保存実行委員会＊ 兵庫県 さいれん坊主保存会 山形県 越沢自治会 福岡県 松会保存会

佐賀県 佐賀錦振興協議会＊ 奈良県 月ヶ瀬奈良晒保存会＊ 福島県 海老根伝統手漉和紙保存会＊ 佐賀県 飯田面浮立保存会

西神野玄蕃一流浮立保存会 田口水分神社奉讃会 豐景神社太々神楽保存会 長崎県 若宮稲荷神社 竹ン芸保存会

千代田中部小学校 高志狂言保存会 鳥取県 竹田さいとりさし少年団 茨城県 日枝神社流鏑馬保存会 熊本県 中窪田神楽保存会

長崎県 大浦区舟グロー保存会 島根県 追神頭打供盛団 栃木県 升塚獅子舞保存会 大分県 野々河内神楽保存会

熊本県 菜ノ花会＊ 広島県 養山八幡の吹囃子行事保存会 群馬県 奥平神社獅子舞保存会 宮崎県 高城町穂満坊あげ馬保存会

相良吾平阿蘇神社伝統神楽保存会 山口県 柳井縞の会＊ 埼玉県 深作ささら獅子舞保存会 鹿児島 徳重大太鼓踊り保存会

産島八幡宮海を渡る祭礼保存会 祝島神舞奉賛会 東京都 江戸消防彩粋會 平原利秋氏(ｺﾞｯﾀﾝ･楽器製作)＊

大分県 板井迫神楽保存会 徳島県 坂州若連中 新潟県 杉野沢民俗芸能保存会 沖縄県 泡瀬京太郎保存会

宮崎県 虚無僧踊保存会 香川県 ひょうげ祭り保存会 富山県 福光ちょんがれ保存会 伊波貞子氏（ﾒﾝｻｰ･織物）＊

鹿児島 塩田次郎氏（薩摩琵琶製作）＊ 愛媛県 野市町立山獅子舞芸術保存会 石川県 上井田獅子舞保存会

沖縄県 津波古獅子蹴跳保存会＊ 川名津神楽保存会 福井県 美浜町和田区 北海道 穂別町アイヌ民族文化保存会

那覇市首里汀良町獅子舞保存会 高知県 一の宮万歳保存会 山梨県 中之倉神楽保存会 白符荒馬踊保存会

福岡県 吉木芸能保存会 長野県 日野多慶子氏（願法寺の絵解き） 岩手県 丹内金津流鹿躍保存会

北海道 篠路歌舞伎保存会  佐賀県 立岩浮立保存会 三重県 曽原かんこ踊保存会 行山流鹿踊保存会

青森県 入口青年会 馬渡区鉦浮立保存会 滋賀県 油日神社奴振り太鼓踊り保存会 宮城県 山伏神楽保存会

岩手県 彦部郷土芸能保存会  土井丸浮立保存会 大阪府 吉志部神社どんじ保存会 秋田県 雄物川町岡本新内伝承会

板用肩怒剣舞保存会  長崎県 大浦区舟グロー保存会 兵庫県 大蔵谷獅子舞保存会 五城目町民俗芸能保存連絡協議会

宮城県 河南鹿嶋ばやし保存会  嵯峨島オーモンデー保存会 奈良県 吉野山青年団御田植神事保存会 横岡サエの神保存会

君萱若松神社神楽会  熊本県 福山神楽保存会 和歌山 小川郷土芸能保存会 山形県 平田さしこの会＊

秋田県 東長野ささら保存会  大分県 放生会委員会 鳥取県 芦津獅子舞保存会 群馬県 猿田彦神社大和神楽保存会

山形県 南陽市古代織りの伝統を守る会 ＊ 北原人形芝居保存会 島根県 御霊会風流保存会 大宮神社獅子舞保存会

福島県 白鳥神社太々神楽保存会  宮崎県 伊形花笠踊り保存会 広島県 幸崎町能地春祭保存会 神奈川 海南神社面神楽保存神楽師会

茨城県 真家みたまおどり保存会  鹿児島 塩田次郎氏（薩摩琵琶製作）＊ 山口県 数方庭保存会 新潟県 湯川五社神社伶人会

栃木県 上横倉の獅子舞保存会  下小原八月踊保存会 徳島県 阿波木偶箱まわし保存会 石川県 木津豊漁太鼓保存会

群馬県 千本木龍頭神舞保存会  沖縄県 大川青年会 香川県 さぬき農村歌舞伎祇園座保存会 福井県 若狭町三宅六斎念仏保存会

埼玉県 沖内囃子保存会  謝名アヤチ獅子保存会 愛媛県 高知獅子保存会 今庄羽根曾踊保存会

千葉県 野田津久舞保存会  長命講伊勢踊 長野県 内山柱松保存会

東京都 手作り絹研究会・多摩織部会＊ 北海道 ペーパン福島踊り保存会 高知県 土佐歌舞伎伝承会 岐阜県 若松友志会

神奈川 相模里神楽垣澤社中  青森県 高館駒踊り保存会 福岡県 今津人形芝居保存会 三重県 栗谷念仏踊り保存会

富山県 諏訪神社獅子舞保存会  岩手県 小袖漁撈唄保存会 佐賀県 嘉瀬之浦獅子浮立保存会 滋賀県 老杉神社頭屋行事保存会

福井県 じじぐれ祭保存会  湯屋神楽保存会 森鉦浮立保存会 京都府 伊根町立石区

山梨県 下市之瀬獅子舞保存会  宮城県 筆甫神楽保存会 長崎県 西大村浮立保存会 久多の山村生活用具保存会＊

表門神社神楽保存会  秋田県 八沢木獅子舞保存会 熊本県 樅木神楽保存会 大阪府 野間出野秋祭り保存会

長野県 木賊獅子保存会  福米沢送り盆保存会 高沢組太鼓踊り保存会 兵庫県 多可町中央公民館播州歌舞伎ｸﾗﾌﾞ

岐阜県 有道しゃくし保存会  ＊ 山形県 八ﾂ沼大名行列組合 大分県 五馬本村楽保存会 奈良県 祭文音頭保存会

愛知県 伝承知多木綿つものき ＊ 福島県 両原早乙女踊り保存会 宮崎県 尾八重神楽保存会 和歌山 木本八幡宮の御田祭保存会

石上げ祭伝承保存会  茨城県 東金砂神社田楽舞保存会 鹿児島 久留 平氏（太鼓製作）＊ 鳥取県 円通寺人形芝居保存会

三重県 野口御神楽保存会  栃木県 大沢田太々神楽保存会 津貫中間豊祭太鼓踊り保存会 島根県 出雲大社教神代神楽波積支部波積神楽団

滋賀県 上砥山田楽踊保存会  群馬県 上泉獅子舞保存会 平出水太鼓踊り保存会 今田町内会

兵庫県 南光子ども歌舞伎育成会  神奈川 長安寺六字詰念仏講中 沖縄県 佐敷町津波古獅子蹴跳保存会＊ 岡山県 横野和紙工業協同組合＊

奈良県 月ヶ瀬奈良晒保存会 ＊ 新潟県 二田物部神社神楽舞保存会 保栄茂自治会 広島県 比和町郷土芸能振興会

和歌山 藤白の獅子舞保存会  福井県 今庄羽根曽踊保存会 徳島県 つるぎ町天の岩戸神楽保存会

島根県 南本通吉兆行事保存推進協議会  長野県 湯原神社式三番保存会 北海道 掛澗奴保存会 香川県 香翠座デコ芝居保存会

岡山県 白明会＊ 外倉獅子舞保存会 青森県 目名神楽保存会 愛媛県 弓削雨乞踊保存会

広島県 大朝飾り牛保存会 岐阜県 高桑太鼓保存会 岩手県 上郷しし踊り保存会 高知県 西畑人形芝居保存会

山口県 徳佐はやしだ保存会 愛知県 金沢歌舞伎 塚沢早池峰神楽保存会 福岡県 鐘崎盆踊り振興会

愛媛県 井原圭子氏（和紙用簀製作）＊ 三重県 なすび団扇継承保存会＊ 宮城県 和渕法印神楽保存会 佐賀県 真手野舞浮立保存会

福岡県 水田天満宮稚児風流保存会  「てんてん」保存会 秋田県 秋田市太平山谷番楽保存会 嬉野町温泉区面浮立保存会

佐賀県 戸ヶ里浮立保存会  滋賀県 古高鼓踊り保存会 山形県 沢渡獅子舞保存会 長崎県 黒丸踊保存会

祖子分面浮立保存会 京都府 天満神社相撲保存会 福島県 海老根伝統手漉和紙保存会＊ 熊本県 目丸棒踊り保存会

長崎県 滑石竜踊保存会  大阪府 樫井西青年団 八槻都々古別神社楽人会 本町虫追い太鼓を考える会

平成1１年度助成(４８)

平成1２年度助成(４９)

平成1３年度助成(５０)

平成14年度助成(４８)

平成1０年度助成(４７)

平成9年度助成(続き)

  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（２）
助 成 先 助 成 先 助 成 先 助 成 先
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＊印は民俗技術

熊本県 柳別府太鼓踊り保存会 福島県 会津万歳安佐野保存会 滋賀県 ずいき祭保存会

大分県 深山流朝地神楽保存会 茨城県 片野排禍ばやし保存会 京都府 丹後藤布振興会＊ 熊本県 菜ノ花会＊ 

宮崎県 郷之原芸能協賛会 栃木県 興野ささら獅子舞保存会 大阪府 大阪太鼓文化研究会＊ 九州相良古代踊り下免田保存会  

鹿児島 鮫島健志氏(加世田の鍛冶) ＊ 群馬県 泉沢町郷土芸能保存会 兵庫県 小五月祭（棹の歌）保存会 大分県 佐伯市宇目酒利獅子保存会  

如竹踊り保存会 千葉県 万作踊り松戸保存会 鳥取県 賀露神社麒麟獅子舞保存会 下旦祇園囃子保存会こども祇園囃子  

沖縄県 古見民俗芸能保存会 東京都 美山町簓獅子舞保存会 島根県 須佐神楽保存会 宮崎県 行縢町臼太鼓踊り保存会  

神奈川 あつぎひがし座 広島県 小原大元神楽　小原神楽団 六日町ヨイマカ保存会  

北海道 寿都松前神楽保存会 石川県 加賀万歳保存会 南方の万灯保存会 鹿児島 塩田次郎氏(薩摩琵琶製作)＊  

青森県 上十川獅子踊保存会 福井県 舟寄踊保存会 香川県 肥土山農村歌舞伎保存会 鮫島健志氏(加世田の鍛冶)＊ 

岩手県 都鳥田植踊保存会 愛知県 きねこさ祭保存会 愛媛県 豊茂五ッ鹿踊り保存会 沖縄県 大浜青年会 

宮城県 日高見流浅部法印神楽保存会 滋賀県 椿神社流鏑馬保存会 高知県 西諸木花取踊り保存会 今泊棒術保存会  

秋田県 鳥海山小滝舞楽保存会 大阪府 大阪欄間工芸協同組合＊ 佐賀県 広瀬浮立保存会

山形県 舟渡公民館 兵庫県 仁色長持保存会 長崎県 太田尾地蔵祭飾そうめん保存会＊ 北海道 剣渕神楽保存会「剣龍会」

福島県 北萱浜神楽愛好会 和歌山 糸我郷土伝統芸能保存会 戸根浮立保存会 青森県 大川原の火流し保存会

栃木県 下鉢石町自治会 鳥取県 美成地区 熊本県 加勢川開発研究会合せ打保存会＊ 宮城県 山田大名行列組合

宝積寺白鬚神社雅楽部 島根県 野石谷伝統芸能保存会 下里臼太鼓踊り保存会 秋田県 潟船保存会＊

群馬県 椿名神社太々神楽保存会 広島県 諸木郷土芸能保存会 大分県 荻神社俚楽 根子番楽保存会

埼玉県 脚折雨乞行事保存会 徳島県 多田健二氏(阿波木偶人形制作)＊ 宮崎県 太郎坊べぶ踊り保存会 山形県 吹浦田楽保存会

千葉県 岩沼の獅子舞保存会 香川県 香翠座デコ芝居保存会 鹿児島 入来神舞保存会 群馬県 行田獅子舞保存会

東京都 田無ばやし保存会 福岡県 豊前感応楽保存会 沖縄県 新川青年会 千葉県 バッパカ獅子舞保存会

神奈川 海南神社行道面保存会 佐賀県 西牟田区子供みこし・鉦浮立保存会 神奈川 長谷ささら踊り盆唄保存会

新潟県 他門神楽保存会 長崎県 平島ナーマイドー保存会 青森県 青森ねぶた正調囃子保存会 石川県 輪島市本町キリコ奉賛会

半田神社神楽舞保存会 ききつ船津ペーロン保存会 岩手県 大ｹ生山伏神楽保存会 岐阜県 数河獅子保存会

富山県 八口諏訪社獅子舞保存会 熊本県 竹迫観音祭保存下町分会 大船渡喜多会 静岡県 富士宮囃子保存会

山梨県 大垣外獅子舞保存会 栖本町郷土芸能保存会 宮城県 新城の田植踊保存会 愛知県 ちんとろ祭委員会

岐阜県 美濃歌舞伎保存会 大分県 保戸島伝統芸能保存会 秋田県 赤田獅子舞保存会 三重県 本郷「かんこ」踊り保存会

静岡県 掛塚屋台囃子保存会 宮崎県 熊襲踊保存会 山形県 蕨岡延年の舞保存会 滋賀県 志那中サンヤレ踊り保存会

愛知県 六ﾂ師獅子舞保存会 細野一区輪太鼓踊り保存会 福島県 舘早乙女踊保存会 京都府 二箇上区

三重県 生桑町長松神社鏡餅奉納会 鹿児島 小島棒踊り保存会 木目沢三匹獅子保存会 阿良須神社練込保存会

曽原かんこ踊保存会 中間棒踊り保存会 茨城県 日立郷土芸能保存会 兵庫県 魚吹八幡神社武神祭保存会

滋賀県 篠田の花火保存会＊ 沖縄県 中城村字津覇伝統芸能保存会 栃木県 三本木獅子舞保存会 奈良県 尾山萬歳保存会

大阪府 だいがく保存会 埼玉県 辻の獅子舞保存会 和歌山 椎出の鬼の舞保存会

奈良県 川西町保田自治会 北海道 寿都松前神楽保存会 千葉県 岩沼の獅子舞保存会 鳥取県 貴布禰神社麒麟獅子舞保存会

和歌山 ねんねこ祭保存会 青森県 大平大神楽 中野獅子保存会 島根県 見々久神楽保持者会

島根県 岩野原獅子舞保存会 岩手県 法領田獅子踊り保存会 幸田羯鼓舞保存会 広島県 枝の宮田楽団

岡山県 福石神楽団 羽山神楽保存会 東京都 矢部八幡宮獅子舞保存会 徳島県 つるぎ町一宇雨乞い踊り保存会

広島県 名字獅子舞保存会 宮城県 浪板虎舞保存会 神奈川 田村ばやし保存会 愛媛県 佐田岬裂織り保存会＊

五日市芸能保存会 秋田県 鳥海山日立舞横岡番楽保存会 福井県 蕨生区自治会 客天弓祈祷保存会

徳島県 後山からくり襖絵保存会 山形県 幸生区・三地区契約会 山梨県 高尾山穂見神社神楽保存会 高知県 狩山豊年踊保存会

香川県 流水灌頂法要保存会 福島県 浮島神社太々神楽保存会 長野県 熊野神社祭囃子保存会 福岡県 求菩提山お田植祭保存会

福岡県 下町獅子山保存会 糠塚三匹獅子保存会 桐原獅子舞保存会 佐賀県 仁比山神社大御田祭御田舞保存会

長崎県 上原浮立保存会 栃木県 芦沼獅子舞保存会 愛知県 牧野嶋念仏踊り保存会 長崎県 上戸石町芸能保存会

熊本県 川島神楽連 山本政史氏（日光下駄製作）＊ 三重県 白塚町通夜講 熊本県 西安寺神楽保存会

都呂々獅子舞太鼓踊り保存会 群馬県 貝沢西組獅子舞保存会 滋賀県 渋川花踊り保存会 大分県 大恩文化財愛護少年団

宮崎県 入下神楽保存会 埼玉県 下日出谷餅搗踊り保存会 兵庫県 住吉神社水無月祭打込囃子保存会 宮崎県 唐瀬子供神楽会

鹿児島 前野田植唄民謡保存会 千葉県 八幡神社の獅子舞保存会 奈良県 田原地区伝統芸能保存会 鹿児島 田之浦山宮神社神楽保存会

沖縄県 船浮民俗芸能保存会 東京都 星竹囃子連 和歌山 春駒保存会 沖縄県 いしゃなぎら青年会

新潟県 内島見神楽保存会 島根県 矢上田植ばやし保存会

北海道 大船南部神楽保存会 石川県 ニ所宮獅子舞保存会 広島県 羽佐竹神楽団後援会 青森県 片岸えんぶり組

青森県 乳井獅子保存会 福井県 長畝日向神楽保存会 福岡県 八女市土橋八幡宮神幸行事保存会 岩手県 田束剣舞保存会

岩手県 四ツ堰鹿子踊り保存会 山梨県 藤木道祖神祭保存会 佐賀県 川内浮立保存会 宮城県 廿一田植踊保存会

村崎野大乗神楽保存会 長野県 山新田太神楽保存育成会 三部区 秋田県 黒川番楽保存会

宮城県 中新田火伏せの虎舞保存会 愛知県 名古屋港筏師一本乗り保存会 長崎県 中尾獅子浮立と唐子踊保存会 山形県 羽黒山松例祭若者衆

秋田県 梅内郷土芸能保存会 三重県 矢浜神楽保存会 熊本県 宝川内志賀段七踊り保存会 福島県 昭和村からむし織後継者育成事業

福島県 渡戸高野・簓組 滋賀県 大原学区豊年太鼓踊り保存会 大分県 田原獅子保存会 →実行委員会＊

栃木県 文挟流手岡獅子舞講中 京都府 田山花踊り保存会 宮崎県 川内棒踊保存会 栃木県 尾ざく獅子舞保存会

群馬県 新井八幡宮獅子舞保存会 兵庫県 小野原住吉神社神舞保存会 鹿児島 久見崎盆踊り「想夫恋」保存会 群馬県 赤城町古典芸能保存会

埼玉県 北袋囃子連 岡山県 粟井春日歌舞伎保存会 沖縄県 天願獅子舞保存会 千葉県 本納滝之谷獅子舞保存会

千葉県 不入斗同志会 広島県 長尾神社湯立神楽保存会 東京都 むさしのばやし保存会

東京都 代々木囃子保存会 山口県 藤生神楽保存会 北海道 元更別大国神社石見神楽保存会 神奈川 三増獅子舞保存会

山田獅子舞保存会 徳島県 上八万伝統文化を守る会 青森県 斗内獅子舞保存会 富山県 宮崎神楽保存会

神奈川 小向獅子舞保存会 香川県 賀茂神社長床神事保存会 岩手県 豊沢大念佛剣舞保存会 長野県 和田中神社太神楽保存会

新潟県 羽森神社神楽舞保存会 愛媛県 かぶと踊り保存会 生出神楽保存会 上駒沢祭典保存会

富山県 椚山獅子舞保存会 高知県 東洋町流鏑馬保存協議会 宮城県 大曲法印神楽保存会 愛知県 向山神楽獅子保存会

石川県 門前とどろ保存会 熊本県 大浦獅子保存会 秋田県 大湯大太鼓保存会 三重県 水沢お諏訪おどり保存会

平成18年度助成(３８)

平成19年度助成(３９)

平成２０年度助成(４０)

平成２１年度助成(4２)

平成17年度助成(３７)

助 成 先

  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（３）

平成14年度助成(続き)

平成1５年度助成(３５)

平成1６年度助成(３６)

助 成 先 助 成 先 助 成 先
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山形県 大谷神楽保存会 長崎県 平島盆踊り保存会

三重県 東玉垣唐人踊り保存会 福島県 川原田神楽保存会 熊本県 栖本町郷土芸能保存会 長野県 町区太々神楽実行委員会

滋賀県 鍋冠祭保存会 新館太々神楽保存会 大分県 新町自治会 高岡道祖神日待占祭保存会

大阪府 御領地車保存会 鹿島神社郷土芸能保存会 宮崎県 高木郷土芸能保存会 静岡県 笹間神楽保存会

兵庫県 羽淵獅子舞保存会 栃木県 天命鋳物伝承保存会＊ 都城市高城町桜木あげ馬保存会 愛知県 日下部太鼓保存会

奈良県 吐山太鼓踊り保存会 群馬県 白瀧神社太々神楽保存会 沖縄県 鳩間民俗芸能保存会 三重県 大江羯鼓踊保存会

和歌山 三船踊り保存会 埼玉県 下小坂獅子舞保存会 滋賀県 中堀町自治会　孔明祈水山保存会

島根県 美保神社神事奉賛会 千葉県 飯岡ばやし　日の出会 北海道 糠内獅子舞保存会 京都府 質美下村区文化財保存委員会

岡山県 佐方ひがさき踊り保存会 東京都 高井戸囃子保存会 青森県 同心町熊野神社神楽連 兵庫県 日吉神社龍王の舞及び祝詞太鼓保存会

広島県 錦城神楽団 新潟県 大谷地和紙保存会＊ 岩手県 外山神楽保存会 福住下自治会

山口県 滝坂神楽舞保存会 蔵王稚児舞の会 宮城県 熊野堂神楽・舞楽・十二神鹿踊保存会 奈良県 八島町六斎念仏講

徳島県 宿毛谷獅子舞保存会 富山県 加茂神社神事伝承会 秋田県 福嶋サイサイ囃子保存会 和歌山 南道奴行列保存会

愛媛県 金栄会 石川県 向粟崎悪魔払い保存会 山形県 若宮八幡神社太々神楽保存会 鳥取県 江波三番叟保存会

高知県 四ツ白武士踊り会 福井県 多賀区獅子保存会 福島県 杉沢愛宕神社三匹獅子保存会 島根県 八神神楽団

福岡県 安武楽保存会 山梨県 中之倉神楽保存会 群馬県 美茂呂町屋台囃子保存会 亀山将氏（足踏み水車の修復）＊

豊前小倉織研究会＊ 長野県 湯原神社式三番保存会 埼玉県 白久串人形芝居保存会 岡山県 宇甘神社獅子舞保存会

佐賀県 執行分浮立保存会 岐阜県 河鹿神社賀喜踊保存会 千葉県 旅名自治会 広島県 富士神楽団

長崎県 長崎明清楽保存会 愛知県 万足平を考える会＊ 東京都 鹿島流獅子舞引田保存会 徳島県 赤松煙火保存会＊

熊本県 市房山神宮里宮神社 村木神社おまんと祭り保存会 諏訪神社崇敬会 香川県 和田雨乞踊保存会

長坂なれなれなすび踊り保存会 三重県 戸木東組かんこ踊り保存会 神奈川 川名屋台ばやし保存会 福岡県 上久原白山宮獅子舞保存会

宮崎県 中野神社神楽保存会 滋賀県 小野町太鼓踊保存会 新潟県 天神林天満宮伶人会 佐賀県 自然と暮らしを考える研究会＊

鹿児島 黒潮太鼓 大阪府 深江菅細工保存会＊ 富山県 田島自治会 長崎県 権常寺浮立保存会

兵庫県 西町獅子舞保存会 福井県 宇波西神社神事芸能保存会 熊本県 竹迫観音祭保存会

奈良県 田原地区伝統芸能保存会 山梨県 山梨岡神社舞子 黒辺田野臼太鼓踊保存会

和歌山 堅田祭保存会 長野県 NPO法人小谷山村留学育成会* 鹿児島 塩田次郎氏（薩摩琵琶製作）＊

岡山県 大浦神社 岐阜県 小野八幡神社祭礼運営委員会 沖縄県 黒島民俗芸能保存会

広島県 御調八幡宮花の踊り保存会 静岡県 東光寺猿舞保存会

山口県 上野神楽舞保存会 愛知県 中之切奉賛会 青森県 二ツ森神楽芸能保存会

徳島県 森藤獅子舞保存会 三重県 立神自治会 岩手県 門中組振興会

香川県 安田おどり保存会 京都府 周枳民芸保存会三番叟組 宮城県 佐藤明彦氏（堤人形製作）＊

愛媛県 井原圭子氏（和紙用簀製作)＊ 大阪府 野崎第一地車保存会 秋田県 冬師番楽保存会

高知県 泉川長者花鳥踊り保存会 兵庫県 淡路人形浄瑠璃青年研究会 山形県 西袋獅子踊保存会

福岡県 植木の三申踊保存会 奈良県 神波多神社獅子神楽保存会 福島県 菅波伝統文化継承会

佐賀県 鳥海浮立保存会 島根県 出雲國奏楽錬成会 茨城県 あおき囃子連

長崎県 森山本村郷土芸能保存会 広島県 大朝飾り牛保存会 栃木県 河井獅子舞保存会

熊本県 東浦臼太鼓踊り保存会 山口県 お手廻り保存会 群馬県 木崎音頭保存会

大分県 北原人形芝居保存会 徳島県 大谷郷土文化保存会 埼玉県 三若会

宮崎県 不土野芸能保存会 香川県 七宝古流本村夫婦獅子舞保存会 柏合獅子舞保存会

鹿児島 士踊保存会 愛媛県 佐方獅子保存会 千葉県 熊野神社神楽保存会

童子八月踊り研究会 高知県 大利太刀踊保存会 上本郷獅子講中

沖縄県 豊見城市　高安自治会 福岡県 ぜんでこ踊り保存会 東京都 樫立踊り保存会

平八月祭り保存会 新潟県 川根谷内獅子保存会

青森県 上川目神楽保存会 佐賀県 南片白区浮立保存会 富山県 福島青年親交会

岩手県 大石虎舞組 長崎県 馬場本浮立保存会 石川県 小松尾小屋鳶保存会

二子築館神楽保存会 熊本県 小屋川内獅子舞保存会 長野県 玉依比賣命神社

宮城県 鳥屋ヶ崎八幡神社獅子舞保存会 大分県 重岡岩戸神楽保存会 岐阜県 加納まちづくり会（和傘製作）＊

秋田県 釜ヶ台番楽保存会 宮崎県 花木地区郷土芸能あげ馬保存会 静岡県 巌室神社鎮火祭保存会

山形県 中獅子踊り保存会 鹿児島 西上太鼓踊り保存会 愛知県 有松天満社文嶺講

福島県 和田神社太々神楽保存会 沖縄県 伊平屋村青年団協議会 三重県 牛蒡祭保存会

茨城県 久保田のおはやし保存会 滋賀県 志賀神社氏子総代

栃木県 万町一丁目東自治会 青森県 五戸えんぶり組 大阪府 三ﾂ松明土行念仏保存会

群馬県 新田赤堀獅子舞保存会 岩手県 門中組振興会 兵庫県 北野まつり保存会

埼玉県 北本宿囃子連 片岸虎舞保存会 奈良県 惣谷狂言保存会

神明社神楽保存会 山岸さんさ踊り保存会 鳥取県 向垣神社祭礼行事保存会

千葉県 関下囃子 宮城県 小室契約会 島根県 御霊会風流保存会

東京都 檜原村春日神社御餇神事保存会 浪板虎舞保存会 岡山県 佐方子供吉備神楽伝承教室

新潟県 長沢よみや祭典委員会 磯草虎舞保存会 広島県 おおたけ手すき和紙保存会＊

富山県 打出青壮年部 大谷大漁唄い込み保存会 山口県 山代白羽神楽保存会

石川県 串町町内会 長塩谷南部神楽保存会 徳島県 橘だんじり祭り獅子組

福井県 闇見神社例祭神事保存会 大室南部神楽保存会 愛媛県 北方獅子舞保存会

山梨県 新町お囃子保存会 相川南部神楽保存会 高知県 シットロト踊り保存会

岐阜県 NPO法人ｸﾞﾘｰﾝｳｯﾄﾞﾜｰｸ協会・竹部会＊ 有限会社仙台堆朱製作所＊ 福岡県 鷹尾神社伝統芸能文化保存維持会

愛知県 愛知・半田・板山万歳保存会 秋田県 秋田万歳保存会 佐賀県 母ｹ浦面浮立保存会

助 成 先
平成２５年度助成(4２)（続き）

平成２５年度助成(４２)

累計助成件数963件

 都 道 府 県 別 助 成 先 一 覧（４）             ＊印は民俗技術

平成２４年度助成(５４)

助 成 先 助 成 先 助 成 先
平成２１年度助成(4２)（続き）

平成２２年度助成(４２)

平成２３年度助成(４２)


